
野
「
姫
路
藩
御
船
歌
」
(
一
)

一
姫
路
藩
御
船
歌
に
つ
い
て

『
姫
路
藩
御
船
手
組
』
(
改
訂
増
補
版
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
三
八
九
頁
・
昭
和
五
九
年
刊
、
私
家
版
)
と
い
う
書
物
が
あ
る
。

し
"
主

こ
れ
は
兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
(
か
つ
て
飾
万
津
と
称
し
た
姫
路
藩
の
要
港
御
船
役
所
・
御
船
茶
屋
な
ど
が
あ
っ
た
)
在
住
の
郷

し
も
ざ
と
し
,
,
か

士
史
家
下
里
静
氏
(
大
正
六
年
生
、
平
成
十
三
年
四
月
死
去
)
が
後
半
生
を
懸
け
て
姫
路
藩
御
船
手
組
に
関
わ
る
文
書
・
史
料

を
博
捜
し
、
ま
と
め
た
労
作
で
あ
る
。

か
っ
て
警
察
署
長
ま
で
務
め
た
氏
は
、
下
里
一
族
が
代
々
御
船
手
組
と
し
て
姫
路
藩
に
仕
え
て
い
た
家
筋
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
船
手
の
子
孫
の
一
人
と
し
て
、
私
が
一
念
発
起
し
、
船
手
組
の
解
明
を
志
し
た
」
(
同
書
初
版
は
し
が
き
よ
り
)
方
で
あ
っ
た
。

そ
の
恕
な
資
料
苑
集
と
綿
密
な
整
理
に
は
頭
が
下
が
る
。
一
藩
の
御
船
手
組
関
連
の
資
料
が
こ
れ
だ
け
揃
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
例
を
、
管
見
な
が
ら
他
に
は
知
ら
な
い
。

飯
島
一
彦

-113-



詳
細
は
同
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
姫
路
藩
御
船
手
組
は
慶
長
五
年
二
弌
0
0
)
、
池
田
繍
政
が

初
代
藩
主
と
な
っ
て
ま
も
な
く
創
始
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
初
の
事
情
の
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
0
 
輝
政
の
時
弌
に
は
船
頭
五
十

五
人
水
主
七
百
人
を
数
え
た
と
さ
れ
る
(
『
池
田
分
限
帳
』
)
。
そ
の
後
分
藩
・
転
封
な
ど
が
あ
り
、
藩
主
は
本
田
氏
.
公
平
氏
.
揃

原
氏
と
頻
繁
に
替
わ
っ
て
、
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
に
酒
井
氏
に
な
っ
て
以
降
幕
末
に
至
る
。
そ
の
間
御
船
手
遍
は
、
本
田
氏
メ

降
は
「
城
付
き
」
と
な
っ
て
、
藩
主
交
代
に
か
か
わ
ら
ず
地
元
在
住
の
御
船
手
と
し
て
、
御
船
杢
丁
の
下
で
飾
磨
.
高
少
.
家
島

.

室
の
四
津
の
船
役
所
.
番
所
に
配
属
さ
れ
、
二
百
人
ほ
ど
の
体
制
で
瀬
戸
内
海
の
要
所
の
一
っ
で
あ
る
播
磨
灘
及
び
頁
内
の
河
川
海

上
交
通
一
切
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
職
務
内
容
峡
公
儀
御
用
銀
運
搬
・
警
護
朝
鮮
通
信
使
警
護
.
接
待
、
公
儀
役
人
警
護
.

接
待
、
通
行
大
名
接
待
、
密
貿
易
取
締
、
切
支
丹
取
締
、
船
荷
盗
犯
取
締
、
海
難
救
助
、
水
死
人
検
屍
浦
役
管
理
御
船
手
船
艘

維
持
管
理
漂
流
船
物
管
理
、
往
来
切
手
発
行
、
漁
場
保
護
・
取
締
・
瓢
管
理
等
々
に
及
び
、
加
え
て
日
頃
の
武
芸
鍛
錬
釜
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
大
変
多
忙
と
思
わ
れ
る
役
務
で
あ
っ
た
と
い
う
0

そ
の
内
特
に
二
十
人
前
後
が
、
音
頭
指
南
.
音
頭
上
ケ
・
音
頭
組
と
し
て
組
織
さ
れ
、
藩
主
の
乗
船
に
際
し
て
御
船
歌
を
歌
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

御
船
手
の
先
祖
は
三
木
城
に
拠
っ
て
、
秀
吉
に
攻
め
落
と
さ
れ
た
別
所
氏
の
臣
下
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
海
賊
と

は
遂
う
陸
の
武
士
の
系
統
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
幕
末
ま
で
微
禄
で
あ
っ
た
が
武
士
と
し
て
の
格
は
高
く
、
藩
主
に
直
に
お

目
見
え
で
き
る
も
の
と
し
て
の
衿
持
を
保
ち
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
下
里
静
氏
に
ょ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
姫
路
藩
御
船
手
組
の
右
の
よ
う
な
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
多
数
の
資
料
の
中
に
、

御
船
歌
本
が
い
く
づ
か
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
姫
路
蒋
に
お
け
る
御
船
歌
成
立
に
関
わ
る
注
目
す
べ
き
資
料
も
数
点
掲
げ
ら
れ
て

挙
げ
ら
れ
た
御
船
歌
本
は
『
姫
路
藩
御
船
手
御
歌
本
口
全
』
(
下
里
文
書
)
・
『
御
船
歌
集
』
(
川
中
文
書
、
全
八
冊
)
で
あ
る
(
二

本
と
も
紹
介
の
み
、
極
く
一
部
を
除
き
本
文
は
未
翻
刻
)
。
こ
れ
ら
は
新
出
の
御
船
歌
本
で
あ
り
、
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
川
中
本
全
冊
に
つ
い
て
は
当
時
の
所
蔵
者
が
死
去
後
そ
の
所
在
が
不
明
な
の
が
残
念
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
部
は
下
里
静
氏
に
ょ
っ
て
ノ
ー
ト
に
丁
寧
に
書
写
き
れ
、
残
さ
れ
て
い
た
(
後
述
)
。

ま
た
、
姫
路
藩
御
船
手
組
は
幕
末
ま
で
数
回
に
渉
っ
て
幕
府
御
船
手
組
に
御
船
歌
を
習
い
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
史
料
に
ょ
っ
て

判
明
す
る
。
幕
府
御
船
手
組
と
各
藩
の
御
船
歌
の
直
接
的
な
関
係
を
確
認
で
き
る
の
は
希
有
な
例
で
あ
る
。
資
料
に
拠
れ
ば
当
然
幕

府
系
御
船
歌
と
で
も
称
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
は
地
方
性
が
色
濃
く
伺
わ
れ
、
姫
路
藩
は
幕
府
御

船
手
組
か
ら
習
っ
た
も
の
を
「
江
戸
吟
」
と
称
し
て
他
と
区
別
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
姫
路
藩
御
船
歌
の
「
江
戸
ψ
、

以
外
の
部
分
は
、
他
藩
か
ら
見
れ
ぱ
当
然
「
播
磨
吟
」
と
で
も
称
す
べ
き
部
分
で
、
地
元
の
播
磨
に
は
む
ろ
ん
そ
の
呼
称
は
残
ら
な

周
囲
の
幾
つ
か
の
藩
の
御
船
歌
に
は
「
播
磨
吟
」
が
残
っ
て
い
る
。

し
力本

稿
は
右
の
よ
う
に
『
姫
路
藩
御
船
手
組
』
と
い
う
書
物
に
大
い
に
導
か
れ
て
、
実
際
に
眼
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
『
姫
路
藩
御

船
手
御
歌
本
口
全
』
、
及
び
下
里
静
氏
の
ノ
ー
ト
に
残
さ
れ
た
川
中
文
書
中
の
御
船
歌
本
を
翻
刻
し
、
そ
れ
ら
を
併
せ
て
「
姫
路
藩

御
船
歌
」
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

な
岐
姫
路
藩
御
船
歌
の
組
織
・
成
長
過
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
私
見
の
一
部
を
日
本
歌
謡
学
会
平
成
十
三
年
度
秋
季
大
会
(
平

成
十
三
年
十
月
二
十
八
日
於
甲
南
大
学
)
に
て
口
頭
発
表
を
行
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
成
稿
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に

譲
る
こ
と
と
す
る
。

ゴ
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二
『
姫
路
藩
御
船
手
御
歌
本
全
』
に
つ
い
て

下
里
洋
史
氏
(
兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
東
堀
在
住
)
蔵
『
姫
路
蒋
御
船
手
御
歌
本
全
』
に
つ
い
て
は
、
氏
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て

実
見
.
調
査
す
る
機
会
を
得
、
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
た
。
写
真
は
現
在
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
に
蔵
さ
れ
て
研
究
者
の
閲
覧
に

供
き
れ
て
い
る
。
本
書
の
書
曹
っ
い
て
は
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

縦
二
三
・
一
糎
、
横
エ
ハ
・
五
糎

.

四
目
袋
綴
写
本
、
本
文
料
紙
は
斐
紙
。

.

さ
七
し

表
紙
は
表
裏
と
も
下
里
暁
氏
(
洋
史
氏
先
代
)
に
ょ
り
書
道
用
白
半
紙
で
く
る
ま
れ
て
お
り
、
本
来
何
か
己
さ
れ
て
1
形

.

跡
が
あ
る
が
判
読
不
能
で
あ
る
(
後
掲
写
真
1
参
照
)
。

下
里
暁
氏
の
補
修
し
た
表
紙
に
表
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
題
名
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。
原
題
が
何
で
あ
っ
た
か
は
確
劃
0
で
き
ょ

.

芋
、
'

ー
ー
〕
ー
,
、
ー
、
、
)
イ
、
)
、
4
、
コ
ナ
、
ー

"
」
ノ
一
ご
゛
ツ
J

>
コ
>
丁
、
J
丁
哥
1
 
、
、
、
ー
゛
.
、
イ
、

1
0

)
0

し
.
裏
表
紙
に
も
同
氏
に
よ
る
本
書
伝
来
に
関
す
る
識
語
(
昭
和
六
年
銘
)
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
同
氏
が
乍
り
上
げ
こ

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
(
下
里
洋
史
氏
指
摘
後
掲
写
真
8
参
照
)
。

表
紙
後
、
裏
表
紙
前
に
各
遊
紙
一
丁
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
全
面
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
本
来
の
表
紙
見
返
し
を
確

認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

本
文
墨
付
三
四
丁
、
そ
の
内
は
じ
め
の
二
丁
は
収
載
御
船
歌
の
目
録
(
た
だ
し
本
文
内
容
と
は
異
同
有
り
、
一
部
破
員
に
よ

り
判
読
不
能
)
。

.

ノ

..

全
体
に
汚
損
・
ム
レ
・
ヤ
ν
が
あ
り
、
判
読
不
明
個
所
も
少
な
く
な
い
。

片
面
六
行
書
き
、
多
く
は
一
行
二
一
一
S
一
四
{
子
、
一
部
二
十
二
字
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。

全
体
に
朱
で
「
.
」
「
0
」
「
・
」
「
上
」
「
下
」
「
付
」
「
引
」
「
入
」
「
さ
ん
」
「
ふ
し
入
」
「
イ
」
「
ヤ
」
等
の
傍
晝
お
よ
び
一

部
訂
正
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
汚
れ
方
か
ら
見
て
も
、
書
き
込
み
の
あ
り
方
か
ら
見
て
も
、
実
際
の
歌
唱
に
供
さ
れ
た
稽

古
本
と
認
め
ら
れ
る
。

同
様
な
傍
書
は
数
は
減
る
が
墨
で
も
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
墨
で
記
さ
れ
た
「
付
」
「
さ
ん
」
等
の
上
に
朱
を
な
ぞ
っ
て
ぃ

る
も
の
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
墨
の
響
は
書
写
底
本
(
お
そ
ら
く
御
船
役
所
本
)
に
も
と
も
と

あ
っ
た
も
の
で
、
朱
は
書
写
の
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
歌
唱
に
接
し
て
手
直
し
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
書
に
は
「
せ
っ
き
や
う
ふ
し
」
「
こ
ろ
く
ふ
し
」
「
と
さ
ふ
し
L
一
「
な
け
ふ
し
」
「
か
ん
さ
き
ふ
し
」
等
の
墨
き
ょ
る
節
名
注

言
己
が
あ
る
。

本
文
一
 
0
七
丁
ウ
に
「
文
化
十
一
亥
正
月
写
之
」
と
あ
り
、
そ
の
当
時
間
も
な
い
写
本
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
一
 
0

八
丁
ウ
ま
で
御
船
手
御
歌
方
一
二
名
の
連
署
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
御
船
役
所
に
あ
っ
た
い
わ
ぱ
御
船
歌
の
証
本

を
、
当
時
の
音
頭
組
が
連
署
し
て
書
写
し
た
事
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
筆
写
し
た
の
が
こ
の
本
で
あ
る
。

(
後
掲
写
真
6
・
7
参
照
)

書
写
は
下
里
洋
史
氏
(
大
正
十
三
年
生
)
四
代
の
祖
勇
八
(
一
七
六
八
S
一
八
四
さ
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
氏

宅
に
残
さ
れ
た
『
姫
藩
船
要
録
二
覆
船
紀
要
』
と
同
筆
で
あ
る
。
勇
八
は
音
頭
組
に
属
し
た
形
跡
が
無
又
有
能
で
あ
っ
た

......

'

ノ
ー
ノ

ノ
ノ
ー

ー
、
ー
、
イ

、
、
ヨ
ー
、
、
"
キ
、
、
 
f
 
、
イ
モ
'
、
手
 
1
"
ノ
ー
,
ー
ノ
〕
5
、
、
ナ

、
 
j
.
」
ノ
、
、
、
、

匙吸゛
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せ
い
か
早
く
か
ら
上
席
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
、
御
船
歌
に
積
極
的
に
関
わ
る
機
会
は
あ
ま
り
契
っ
こ
よ
、
,
 
0

従
っ

て
「
目
付
格
諸
芸
事
立
会
勤
」
に
な
っ
た
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
以
降
の
筆
写
で
は
よ
1
言
、
:

本
書
の
内
容
、
幕
府
及
び
他
藩
の
御
船
歌
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
雫
る
べ
き
点
.
、
多
:
と
は
、

姫
路
藩
御
船
歌
の
全
容

と
関
わ
る
と
と
も
に
、
特
に
御
船
歌
形
成
の
歴
史
と
直
接
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
0
 
し
、
し
、
事
は
に
,

リ
、
考
究
す
べ
き
点
も
多
々
残
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
詳
述
に
は
及
ベ
な
い
。
本
稿
で
は
で
き
る
だ
け
体
裁
に
忠
実
に
翻
4

を
す
る
の
み
に
と
ど
め
る
。

三
『
御
船
歌
集
」
(
川
中
本
)
に
つ
い
て

こ
の
表
題
は
下
里
静
氏
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
、
『
姫
路
藩
御
船
手
組
』
の
中
で
の
呼
称
で
あ
る
1
 
実
際
は
,
"
ハ
U

中
家
に
伝
わ
っ
た
各
冊
別
個
の
内
容
を
持
っ
御
船
歌
本
計
八
冊
を
一
括
し
た
名
称
で
あ
る
0
-
U
述
し
こ
口
一
は
見
、

明
で
、
そ
の
一
々
の
内
容
は
下
里
静
氏
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
ノ
ー
ト
(
『
臣
路
藩
御
船
手
.
己
録
9
 
四
"
、

よ
っ
て
窺
う
し
か
な
い
。
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
左
に
転
載
す
る
0

(
口
は
判
読
不
能
部
色

川
中
文
書
一
覧

(
昭
認
.
 
8
 
・
卯
借
用
S
昭
認

A
 
大
柵
表
紙
薙
色
無
題

四
五
歌
集
録
目
次
付

返
却
)

.
!
〕
.

(
中
一
 
0
歌
ノ
ー
ト
に
記
載
)

弘
化
五
年
(
一
八
四
△
二
月
写
之

音
頭
組
名
締
付
(
ノ
ー
ト
に
記
載
)

大
冊
表
紙
灰
色
無
題

四
五
繁
録
目
次
付

最
終
頁
に
「
川
中
市
兵
衛
」
と
記
す

内
容
は
A
に
同
じ

中
冊
表
紙
茶
色

表
紙
に
「
音
頭
」
「
御
船
役
所
二
冊
の
内
」
と
記
す

七
六
歌
染
録
目
次
付

最
初
の
頁
に
次
の
如
く
記
す

「
享
和
元
年
酉
年
(
一
八
0
ご
改

船
音
頭

BC

御
船
役
所
」

後
尾
に
船
手
組
音
頭
由
来
を
記
す

釡
白
頭
口
口
の
み
ノ
ー
ト
罷
入
)

最
終
頁
に
墳
孝
良
筆
写
と
あ
る

」
、
゛
、
'
ノ
Ξ

J
 
ノ
コ
ノ
ー
、
、
、
、
、
閏
ー
ハ
气
間
ノ
ナ
】

ξ元琶1
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D

中
冊
表
紙
藍
色
無
題

三
0
歌
集
録
目
次
付

弘
化
五
年
(
一
八
四
八
)
二
月
写
之

音
頭
組
名
飾
付
(
A
に
同
じ
)

小
冊
表
紙
苅
茶
色
無
題

第
一
頁
に
「
新
江
戸
御
船
音
頭
」
と
記
す

一
七
歌
集
録
目
次
付

末
尾
に
次
の
如
く
記
す

E

「
天
保
三
壬
辰
(
一
八
三
Ξ
十
二
月
写
之

川
中
弥
太
夫
」

F

小
冊
表
紙
白

「
御
船
(
偽
)
音
頭
」
と
題
す

目
次
な
し

「
文
化
三
寅
(
一
八
0
さ
正
月
改
之
望
月
佐
七
所
持
、

小
冊
表
紙
白

「
御
船
唄
本
」
と
題
す

G

四
歌
集
録

(
内
二
歌
ノ
ー
ト
記
載
)

未
尾
に
次
の
如
く
記
す

「
安
政
二
卯
年
(
一
八
五
五
二
月
写
之

稽
古
人
川
中
市
兵
衛

苔
栄
次

右
は
江
戸
幕
府
船
手
組
ヘ
留
学
修
行

し
た
際
の
稽
古
本
と
推
定
さ
れ
る

(
免
状
と
一
致
t

T
?

小
冊
表
紙
0
色
無
題
(
借
用
せ
ず
)

目
次
な
し

H

右
に
示
さ
れ
た
A
S
H
本
の
内
氏
の
ノ
ー
ト
に
は
A
全
歌
、
 
C
目
次
の
み
、
 
D
全
歌
、
 
E
目
次
.
三
歌
抜
粋
の
み
、
 
G
全
歌
、

の
翻
字
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
記
録
を
し
た
か
は
一
見
解
せ
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
下
里
本
(
『
姫
路
藩
御
船
手
御
歌

本
全
』
)
を
加
え
て
年
代
順
に
並
ベ
て
掲
載
曲
目
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
理
由
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
後
掲
の
「
姫
路
藩
御
船
歌

本
掲
載
曲
目
比
較
一
覧
表
」
に
て
一
目
暸
然
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
下
里
静
氏
は
姫
路
藩
御
船
歌
の
全
容
を
示
そ
う
と
し
て
、
全
曲

目
に
つ
い
て
の
翻
字
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
A
E
D
G
の
四
本
で
姫
路
藩
御
船
歌
の
す
べ
て
の
曲
目

が
網
羅
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

0

ノ
ノ
,
ナ
ノ
 
0

i゛)、、

、'
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た
だ
し
、
 
F
本
に
つ
ぃ
て
の
み
は
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
目
欠
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
H
本
に
ハ
、
、

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
題
名
か
ら
察
す
る
に
、
内
容
を
公
に
す
る
の
は
不
適
当
と
判
断
し
こ
の
で
は
ξ
、
こ
:

と
に
か
く
、
姫
路
藩
御
船
歌
の
全
容
は
川
中
本
八
冊
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
る
こ
と
ミ
出
来
よ
い
0

現
在
所
在
不
明
で
あ
る
の
が

返
す
返
す
も
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、

下
里
静
氏
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
窺
う
こ
と
は
丁
Ξ
で
あ
る
0

本
稿
で
は
ぺ
ー
ジ
数
の
問
題
も
あ
り
下
里
本
の
み
を
鋼
刻
す
る
が
、
欠
号
に
下
里
静
氏
に
ょ
っ
て
残
こ
川

藩
御
船
歌
の
全
容
)
を
す
べ
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
0

一
こ
こ
で
は
姫
路
藩
御
船
歌
の
内
下
里
洋
史
氏
所
蔵
本
で
あ
る
『
臣
路
藩
御
船
手
御
歌
本
全
』
を
翻
"
し
ハ
 
0

一
原
本
の
字
詰
め
.
行
立
て
な
ど
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
示
す
こ
と
に
つ
と
め
こ
0

一
一
般
の
変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
平
仮
名
に
な
お
し
た
0

漢
字
表
記
は
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
0

一
本
文
は
す
べ
て
墨
書
で
あ
る
。

一
本
文
墨
書
を
墨
で
囲
っ
て
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
本
文
を
口
で
囲
っ
て
あ
る
0

一
傍
書
は
墨
書
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
脇
に
小
さ
く
示
し
た
が
、
朱
書
の
も
の
は
目
で
囲
み
、
皐
に
,

一
で
囲
ん
で
示
し
た
。
そ
の
他
の
記
号
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
0

1、
一
本
文
中
1
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

墨
書
に
朱
の
縦
線
 
1
 
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
朱
書
に
朱
の
縦

線
で
消
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

四
凡
例

ノ

諸
記
号
の
内
一
忠
墨
書
の
0
の
上
か
ら
朱
書
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

そ
の
他
、
墨
書
の
上
に
朱
書
の
X
◎
な
ど
で
字
を
消
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
出
来
る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
た
。

本
文
(
)
中
に
示
し
た
字
は
、
一
部
虫
損
、
汚
損
、
欠
損
が
あ
る
箇
所
で
、
判
読
は
難
し
い
が
推
定
し
た
も
の
。

汚
損
等
で
判
読
不
能
の
字
は
口
で
示
し
た
。

『
姫
路
藩
御
船
手
御
歌
本
全
』
翻
刻

「
表
紙
」

路
藩
御
船
手
御
歌
本
全

下
里
暁

Z
 
丁
オ
」

囿

カ
、
う
て
い

圃

た
な
は
た

田

力
ナ

↓
"
ニ

都
渡

回

し
ら
雪

し
な
り

四

池
田

十
一

御
濱
出

十
四

太
平

國

匠

下
:
)
ソ
ヒ
ー

一
i

古
筆

回

見

士
一

新
舌
筆
)

.
ー
ー

御
(
城
廻
り
)

0

)。い乳¥,邸

田

治
川

姫
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図
牡
丹

Z

丁
ウ

た
か
ら
拡

椿
っ
く
し

松
そ
ろ
へ

御
船
落
シ

三

口七
つ
か
わ
り

二
十
二

困
新
牡
丹

二
十
五

一
叉

气
、
ー
、

Ξ
一

二
一

,

遊
女
そ
(
ろ
え
)

Ξ血
鳥
風
旦
り

.
;伏

見
下
り

.
L
中

船
さ
い
文

五魚
そ
ろ
へ

二二黒ミ

.

゛
气
{
、
、
J
;
゛
,
勺
、
、
゛
、
、
υ
ゞ
、
、
、
.

景
)

一
一
一
1き

く
、
一

櫻時
そ
と二

露住
吉
詣
廿
一
(
替
)

力
し
ま

一
「
、

三
一
里
、

「
二
丁
ウ
」

立

三
七花

よ
せ

Ⅱ
寺
な
り

元
牙
く
と
き

四
士

創
ト
、

四
十
凶

コ
一
〒
オ
」

Ξ
十

菊
す
い

^市
心

若

后
帝

や
ら
目
出
た
い
の
あ
ま
の
岩
戸
の
明

く
れ
に
月
も
と
こ
ろ
に
な
に
し
を
臼

か
け
を
う
つ
し
て
み
つ
ま
た
の
浪

し
つ
か
に
船
さ
し
て
繍
の
り
ゆ
ロ
ロ

は
こ
ま
か
た
や
た
れ
ま
つ
ち
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

(
辱

雪
〒
ウ
」

み
れ
は
心
も
隅
田
川
鱈
な
か
れ
に
う
ロ
ロ

一
よ
ふ
の
舟
の
む
か
し
は
も
ろ
こ
し
口

く
わ
て
き
と
臼
い
、
し
つ
わ
も
の
は
ふ
ん
ぶ
二

道
の
た
つ
し
や
な
り
趣
あ
る
時
臼
に
わ
に
国

立
出
て
池
の
お
も
て
を
な
か
む
れ
は
ゑ

偲
囿

い
や
よ
く
此
せ
い
く
と
ふ
く
秋
風
に

「
四
丁
オ
」

回
果
印
「
下
里
蔵
書
」
)

="1上、

゛.初舮
徳春
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柳
の
国
ひ
と
は
ち
り
う
か
1
浪
に

た
、
よ
ふ
そ
の
う
へ
に
い
つ
く
と
も
な
く

さ
、
か
に
の
く
も
の
う
へ
よ
り
出
き
た
り

建
1
 
い
と
は
か
な
く
も
う
ち
の
り
て
^
み
き

わ
に
ょ
り
し
有
様
を
魚
け
に
も
お
ロ
ロ

そ
め
し
よ
り
船
を
た
く
み
て
ロ
ロ

「
四
丁
ウ
」

り
た
り
趣
み
か
と
に
是
を
奉
る
鵬
菰
ロ
ロ

船
の
せ
ん
の
し
を
君
に
t
む
と
か
く
口

か
や
魚
か
う
て
い
こ
れ
に
召
れ
つ
倉
西
海

を
安
く
こ
き
わ
た
'
一
お
ん
よ
臼
お
さ
め
玉
ふ

こ
と
建
ま
ん
八
千
さ
い
と
か
や
か
、
る
た
め

し
を
お
も
ひ
口
今
に
た
へ
せ
ぬ
船
あ
そ
ひ

翌
丁
オ
」

趣
八
百
萬
代
は
か
き
り
な
し
や
ら
く

し
ら
雪

k

ゑ
い
ま
た
し
ら
雪
の
ふ
る
と
し
に
寿

を
し
ら
す
る
鴬
の
灘
の
き
な
く
梅
か

え
の
花
の
匂
ひ
は
こ
ぞ
よ
り
も
[
ヨ
ゑ
い
な
が

め
に
[
三
ま
さ
る
あ
お
や
き
の
蔵
糸
く
り
か

国
「
五
丁
ウ
」

ゑ
し
お
し
む
と
口
す
れ
と
春
も
逃
口

鰻
な
か
は
の
此
に
山
桜
鵜
ぎ
き
そ
め
[
ヨ
し
ほ

れ
い
さ
き
や
を
は
る
の
山
邊
に
ま
せ
り

な
ん
臓
く
れ
な
ば
な
き
口
花
の
か
げ
か
わ
と

す
き
し
む
か
し
を
お
も
ひ
に
て
愈
た

ち
さ
り
[
3
か
た
き
こ
の
も
と
に
ゑ
い
や
よ
く
此

「
六
丁
オ
」

.
さ
.
゛
:
一

t

日
数
く
よ
の
低
ん
標
、
ほ
の
ほ
ん
ほ
い
や
へ
ん

ぬ
れ
ば
山
吹
の
そ
れ
花
の
く
よ
の
ほ
ん

:

ほ
、
ほ
の
ん
ほ
>
い
や
さ
か
り
に
ゆ
く
人
は
趣

な
を
す
き
か
ね
て
な
か
き
日
を
け
ふ
を

く
ら
し
て
ふ
し
な
み
の
た
つ
や
や
よ
い

』
!
」
ー
ノ

.
、
/
「
ー
ノ
一
ノ
゛
、
ナ
ノ
J
 
、
ノ
〕
1
0
 
ヒ
、
り
ノ
、
0
゛
"
ー
ト
、
、
〒
 
1
 
、
」
、
ノ
ノ
、
゛
ナ
、
J
、
、
"
 
1
 
j
 
、
、
一
ヒ
゛
、
ノ

、
す
!
イ
、
}
Y
ι
、
.
y
 
1
 
ー
イ
ー
'
ー
、
、
ゞ
"
ー
、
t
1
、
ノ
ノ
.
 
J
、
、
.
ー
゛
コ
リ
コ
閏

」
ノ
、

、
ノ
、

ノ
ノ

、
 
J
 
J

、
コ
、
.
、
ー
コ
、
、

ウ
、
ノ
づ

J
、
、
、
 
Y

ヒ
ι
、
ち
〕
ノ
ι
、
、
.

、
ノ
ノ
.
1
 
气
、
、
ノ
、
、
.
ー
、
、

゛

Jノ
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の
あ
け
ほ
の
に
魚
た
、
ひ
と
こ
ゑ
の
時
鳥

「
六
丁
ウ
」

趣
打
ゑ
を
み
れ
ば
有
明
の
月
の
光
口

国

卯
の
花
口
い
ろ
を
あ
ら
そ
ふ
こ
、
ち

し
て
邇
み
る
に
も
あ
か
ぬ
我
君
の
あ

お
ひ
?
し
の
い
ろ
く
に
蔵
花
た
ち

は
な
の
香
を
か
け
ぱ
む
か
し
ち
き
り

し
き
み
常
魚
袖
の
匂
ひ
か
と
お
も
ふ

「
七
丁
オ
」

心
は
深
見
草
魚
わ
す
れ
も
や
ら
て

な
つ
も
は
や
そ
な
た

龍
田
川

我
は
い
な
か
の
も
の
な
る
が
趣
み
や
こ
の
き

み
も
つ
れ
な
く
て
【
趣
っ
き
な
を
な
か
す

た
つ
た
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
の
も
み
(
し
)

Ⅱ
「
七
丁
ウ
」

は
に
袖
に
な
み
た
は
く
ら
へ
こ
し
趣
ふ
り
ロ
ロ

神
み
の
数
く
に
お
も
ひ
み
た
れ
て
我

こ
と
く
遜
」
く
も
ゐ
に
口
も
へ
て
と
ぷ
ほ
た
る
む

.
-
L
 
.
"
、
J
,
.

か
し
の
わ
か
に
も
お
と
も
せ
て
お
も
ひ
に
も

区

ゆ
る
ほ
た
る
こ
そ
ゑ
い
な
く
虫
よ
り
も
あ

囲

わ
れ
と
は
や
よ
ゑ
や
な
さ
け
の
深
き
こ
と

「
八
丁
オ
」

の
は
を
し
ら
て
す
き
ゆ
く
君
様
の
魚

む
く
ゐ
の
圃
ほ
と
の
ゆ
く
す
ゑ
は
ち
た
び

ぐ
き

も
、
た
ひ
か
き
や
り
し
。
そ
の
水
草
の

一
」
、
」
.

か
い
も
な
く
一
琵
ふ
り
の
よ
い
さ
ま
に
や
れ

な
さ
け
の
な
い
わ
の
さ
へ
ゆ
く
1
 
建
か
、
れ

.
さ
:
,
,
一

む
ら
鴛
や
そ
し
や
な
い
そ
よ
つ
れ
(
も
)

「
八
丁
ウ
」

な
く
此
き
み
に
こ
そ
た
の
み
あ
れ
あ
ロ
ロ

き
よ
り
も
松
の
ゆ
き
折
し
ゑ
い
や
よ
ヘ
臼
い
つ
か

く
と
お
も
ひ
ね
の
ゆ
め
に

、
、
、
J
J
i
 
ノ
コ
ノ
ー
 
Y

ー
ー
、
刷
、
、
、
、
〕
、
、
ー
、
、
コ
、
ー

十
,
ヨ
ノ
ゴ
 
q
リ
十
〕
十
ゞ
、
兇
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宇
治
川

昔
の
り
よ
り
義
経
は
木
曽
の
ら
う
せ
き
し
ず

回

め
ん
と
慈
冒
一
兵
[
ヨ
あ
ま
た
引
く
し
て
藤
出
た
ち
た

「
九
丁
オ
」

も
ふ
そ
ゆ
か
し
け
れ
こ
ろ
は
む
つ
き
の

こ
と
な
る
圏
ひ
ら
の
高
ね
や
し
か
の
山
む
か
し

な
か
ら
の
考
、
き
ヘ
麓
た
に
く
臼
氷
打
と
け
て

水
は
お
り
ふ
し
ま
さ
り
け
る
鱈
よ
は
ほ
[
門
の
く

と
あ
け
ゆ
け
ど
趣
川
き
り
ふ
か
く
立
こ
め
て

馬
や
よ
ろ
い
の
け
い
ろ
臼
そ
れ
と
は
か
り
も
見
ヘ

国
「
九
丁
ウ
」

さ
る
'
一
さ
呆
の
四
ら
う
高
つ
な
や
[
ヨ
ゑ
口
口
区

は
ら
[
ヨ
源
太
か
け
す
へ
は
曾
ん
ち
ん
こ
ち
ん
の
あ
ら

[
E
气
」
伉
,

)
↓
「
j
:
.

そ
ひ
て
ゑ
い
や
よ
く
此
宇
治
川
の
さ
し
も

に
は
や
せ
く
と
も
お
せ
と
も
趣
ら
ん
く
い
大
っ
な

き
り
は
ら
い
建
い
け
つ
き
す
る
す
み
め
い

」
.
、
)
ー
ノ
:
イ

ば
に
て
麓
む
か
い
の
き
し
に
打
あ
か
り
鵬

「
十
丁
オ
」

此
せ
ん
じ
ん
の
は
し
め
と
し
{
建
と
う
こ
く
口

か
た
の
お
、
せ
い
か
わ
れ
も
く
と
せ
め
け
れ
は

ち
か
ら
お
よ
は
ぬ
小
わ
た
山
腫
ふ
し
み
を

g

さ
し
て
お
ち
ゅ
け
ー
さ
ま
る
御
代
と

な
り
に
け
る
や
ら
く

し
な
り

国
「
十
丁
ウ
」

い
な
り
に
か
く
る
弓
や
わ
た
ひ
か
は
心
も
(
く
)
れ

は
と
り
あ
や
の
?
み
の
ね
に
立
て
灘
お
る

団
田

に
[
3
き
と
の
明
募
も
お
、
あ
わ
れ
口
た
れ
か
ゆ
ふ

か
抵
の
っ
ゆ
の
お
も
ひ
は
み
の
あ
た
か
愈
一
せ
う

く
せ
、
の
お
も
ひ
く
さ
趣
ひ
く
手
に
国
あ
か
る

団

岱

い
し
か
め
も
お
、
み
も
す
そ
臼
川
に
と
き
そ
め
て

「
十
一
丁
オ
」

ノ
主
之
 
J

气
、

ナ
J
5
、
ー

ノ

ー
、
,
よ
ー
ー
、
コ
"
ノ
〕
 
j
、
、
、
(
ー
ー
ι
,
イ
ー
J

牙吻主ノ
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ゑ
い
う
ら
み
臼
く
す
の
ゆ
う
ま
く
れ
め
く
り

た
子
の
羅
し
ふ
も
ん
た
れ
を
松
風
村
雨
。

月
の
あ
さ
か
ほ
日
に
モ
い
て
く
ね
る
お
も

団

い
は
お
み
な
へ
し
懇
た
二
と
せ
は
ま
つ
の
山

な
れ
つ
臼

、
、

隱
す
か
た
を
臼
見
れ
は
し
ら
ひ
け
と
お

と
し
は
老
松
の
あ
わ
れ
む
つ
よ
の
た
ま

「
十
一
丁
ウ
」

か
つ
ら
か
け
て
め
く
る
は
く
る
ま
[
3
 
い
つ
口

上
き
 
J

心
は
す
み
田
川
ゑ
い
や
よ
く
此
な
る

神
が
く
も
の
た
え
ま
に
お
と
さ
れ
て
ゑ
い

区た
い
り
の
も
ん
に
ゆ
ふ
た
ち
ぞ
す
る
や
よ
へ

や
.
お
も
し
ろ
臼
0
雲
の
た
え
ま
の
月
か
け
を

ふ
た
り
し
つ
か
に
な
か
め
つ
、
か
>
る

「
十
二
丁
オ
、
一

ま
く
ら
は
か
ん
た
ん
[
ヨ
梅
は
を
し
ほ
の
山

お
ろ
し
吹
は
花
ち
る
桜
川
な
み
の
舟

は
し
う
ち
渡
り
[
ヨ
な
か
き
ひ
か
き
も
く
れ

け
れ
は
か
ね
も
さ
や
け
き
三
井
寺
の
に
わ
の

は
せ
ふ
も
や
ふ
れ
[
3
あ
た
り
さ
ひ
し
き

の
A
呂
の
森
に
ひ
、
く
は
ふ
し
た
い
こ
あ

「
十
二
丁
ウ
」

:

ま
の
羽
衣
か
さ
ね
臼
雲
に
上
る
わ
ひ
は
り

山
や
ま
は
お
と
は
の
み
ね
な
ら
ひ
灘
の
ほ
れ

是
も
た
か
さ
こ
の
松
わ
や

古
筆

て
ん
か
た
い
へ
い
こ
く
ど
あ
ん
を
ん
国
も

の
ど
か
に
お
さ
ま
り
て
こ
と
に
か
い
た
い

「
十
三
丁
オ
」

し
づ
か
に
て
た
み
も
ゆ
た
か
の
御
代
な
れ

ぱ
は
る
の
お
江
戸
の
口
名
所
き
う
せ
き
の

こ
り
な
く
や
か
た
く
の
見
事
:
さ
は
宝
産
に

か
く
と
も
つ
き
も
せ
じ
中
に
取
わ
け

い
く
ち
ょ
臼
た
の
み
奉
る
君
の
御
も
ん
に
立

入
り
て
げ
ん
く
わ
ひ
ろ
ま
を
な
が
め
臼
み
か
き

, i
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因
「
十
三
丁
ウ
」

た
て
た
る
も
の
、
具
は
玉
も
か
、
や
く
こ

と
く
な
り
ろ
う
か
よ
り
し
て
し
よ
ゐ
メ

が
、
り
を
な
が
む
れ
は
な
げ
し
い
ち
だ
ん

と
こ
の
四
さ
て
も
か
け
じ
の
見
事
さ
は

ゑ
ん
ご
き
ど
う
の
ぽ
く
せ
き
に
だ
ひ
へ
ぶ

し
ゆ
ん
口
な
ん
そ
な
ん
ど
の
し
ゆ
せ
き
か
と

「
十
四
丁
オ
」

た
れ
に
た
ふ
ば
か
た
け
と
か
や
さ
て
も

み
こ
と
な
う
す
ば
た
に
趣
さ
し
た
る
臼
花

を
み
て
あ
れ
ぱ
よ
わ
い
久
し
き
松
と
竹

亜
し
ん
す
い
[
ヨ
さ
い
て
そ
い
や
う
け
う
ち
や
う

さ
た
ん
の
心
も
ち
鰻
と
し
ふ
り
圃
ま
さ
る
こ

ぽ
く
の
ね
た
け
く
み
へ
け
る
ほ
ら
の
ね
や

「
十
四
丁
ウ
」
、

落
ト
ト

、
'
、
'
;
t

ゑ
い
や
よ
く
此
水
ぎ
は
ま
で
も
こ
ま
や

、
J

/
 
J
、
ノ
、
、
 
q
ノ
〕
ノ

.
ノ
ー
ノ

ノ
,
丁
コ
ノ
ノ
,
イ
込
气
、
゛
ー
ニ
 
t
>
¥
 
t
ミ
、
、
゛
゛
 
e
 
、
'

か
に
口
さ
て
も
ね
ぎ
わ
を
さ
、
れ
た
'
菰

ま
た
四
方
の
し
や
う
じ
に
は
蔵
天
じ
く
口
し

た
ん
女
旻
り
な
く
^
^
ニ
'
」
ま
も
ろ
こ
し
を

か
、
れ
た
り
み
な
み
お
も
て
に
C
3
立
た
び

よ
ぷ
を
み
て
あ
れ
ぱ
ひ
か
る
源
氏
に
み

「
十
五
丁
オ
、

田

み
へ
し
は
尋
¥
も
く
き
り
つ
ぽ
の
瀬
夕
ベ

む

の
け
ふ
り
す
み
や
か
に
は
れ
て
心
の
す
ま

あ
か
し
騨
は
な
ち
る
里
の
は
、
き
、
、
も
{
趣

の
こ
る
も
花
の
ゑ
ん
か
と
よ
愈
そ
の
さ
か
き

ば
の
も
み
じ
か
一
趣
あ
お
い
の
う
へ
に
み
ょ

つ
く
し
無
ハ
十
四
畳
の
な
が
れ
ま
で
{
亀

「
十
五
丁
ウ
」

き
ん
ぐ
こ
ん
じ
ゆ
口
ゑ
ん
し
ゆ
せ
い
た
い
ろ
く

し
や
う
の
ふ
で
に
て
か
、
れ
た
り
や
ら
く

た
な
は
た

ι

し
つ
や
た
1
廼
し
つ
か
お
も
ひ
の
そ
ら

-135- -134-

JJ



は
れ
て
い
つ
か
あ
ふ
み
の
か
、
み
山
お
も
て

む
く
へ
き
よ
ふ
も
な
し
趣
」
く
う
を
て
ら

(
西
)

三
六
丁
オ
」

す
月
も
日
も
し
は
の
い
ほ
り
に
う
つ
ろ
へ

ぱ
ゑ
ち
か
た
く
火
も
こ
の
た
ひ
臼
あ
わ
れ
な
る

と
よ
あ
ま
お
ふ
ね
こ
か
れ
ゆ
く
み
ぞ
も
の

お
も
ひ
あ
げ
な
ん
と
臼
あ
ん
じ
く
ら
せ
は
よ
し

や
た
、
ゆ
め
の
う
き
よ
の
あ
た
な
る
に
わ

す
ら
ん
れ
も
せ
ぬ
我
こ
ひ
は
い
や
た
な
は
た

二
六
丁
之

の
ち
ん
く
き
ひ
ん
ひ
ひ
、
ん
ひ
ひ
て
ほ
ん

↓
;
.

ほ
、
ゑ
い
つ
ゆ
の
口
ま
も
そ
ん
く
は
、
ん
は

は
、
ん
は
、
て
ほ
ん
ほ
、
ゑ
い
あ
さ
も
[
ヨ
よ
さ
も

ゑ
い
そ
り
や
お
も
た
は
か
り
い
よ
の
ほ
、
ん
ほ
゛
、

ゑ
い
口
月
に
一
度
も
あ
い
も
せ
て
灘
身
は
玉
虫
や

恢
た
る
火
の
趣
碁
え
入
は
か
り
臼
こ
か
れ
行
ら
ん

「
一
七
丁
オ
」

む
ね
の
t
む
し
や
臼
お
、
今
こ
の
臼
う
ら
に

引
あ
み
も
趣
目
こ
と
に
も
の
や
お
も
ふ
ら
ム

上
.
ー
さ
^
.

詠
し
た
ま
へ
し
和
哥
も
あ
す
い
や

知
ら
せ
は
や
人
を
う
ら
み
の
女
鱈

な
み
た
か
さ
ね
て
ひ
と
り
ぬ
る
よ
ふ
と

よ
ま
せ
た
ま
ふ
も
こ
と
は
り
か
こ
く
も
う
す

「
一
七
丁
ウ
」

く
も
我
心
鵬
っ
ゆ
い
な
つ
ま
や
い
し
の
火

の
遜
一
も
ヘ
立
は
か
り
[
乃
お
も
ひ
き
り
し
か
や

み
の
よ
に
趣
ま
た
月
か
へ
る
ふ
せ
い
な
り
ゑ
い

一
、
L
人
,
一
.
や
"

あ
き
は
ま
た
ヤ
山
た
に
う
つ
う
す
[
3
か
け
ひ

劉

と
り
登
よ
る
な
ら
て
は
か
よ
ひ
た
ま
ふ
な
よ

人
の
な
さ
け
は
よ
る
に
あ
る
口
ひ
と
ふ
り
口

「
一
八
丁
オ
」

灘
ひ
と
村
雨
の
あ
ま
や
と
の
薫
ひ
や
く
し
ゆ

の
き
ゑ
ん
[
3
長
は
く
ほ
う
が
い
に
し
へ
も
ゑ
い

-137ー -136-ー



う
き
、
に
宿
を
[
ヨ
と
ら
せ
給
ふ
な
り
け
に
や

お
も
へ
は
お
く
る
ま
の
{
趣
や
る
か
た
も
な
し

わ
か
心
そ
な
た

池
田

囚コ
ハ
丁
ウ
」

]

ゑ
い
池
た
の
し
ゆ
く
を
よ
は
ほ
の
ぐ
に

立
出
て
愈
美
り
う
川
の
は
や
瀬
お
も

心
し
つ
か
に
打
渡
り
鰻
そ
の
い
に
し
へ
の

さ
い
行
は
[
趣
ま
た
こ
ゆ
べ
き
と
お
も
ひ
き
は

い
の
ち
な
り
け
り
臼
さ
よ
の
中
山
中
く
に

趣
わ
す
れ
て
す
ぎ
し
口
み
や
こ
と
も
が
ら
と

「
一
九
丁
オ
」

思
ひ
い
つ
、
も
き
や
う
も
ま
た
建
ワ
ゆ
く

こ
ま
の
あ
し
は
山
魚
ゆ
く
ま
も
あ
ら
ぬ
大
井

川
三
日
立
ま
た
れ
ぱ
ふ
じ
ゑ
だ
や
ゑ
い
や
よ
く

.
」

区

'
邑
L
 
.

此
花
と
み
つ
、
も
う
ち
過
て
う
つ
の

山
邊
の
う
?
に
鱈
ゆ
め
に
も
人
に

あ
わ
ぬ
な
る
月
も
こ
よ
ひ
は
清
見
が
た

「
一
九
丁
ウ
」

み
ほ
の
う
ら
は
の
し
ら
な
み
に
.
;
'
一
か
た
み

に
そ
で
を
し
ぽ
り
?
す
へ
の
松
山
か
く

や
ら
ん
趣
我
身
た
へ
ぬ
う
き
嶋
か
趣
は
ら

よ
り
み
れ
ぱ
ふ
じ
の
臼
や
れ
す
そ
の
に
[

雲
を
ひ
き
は
へ
て
{
趣
ま
だ
時
な
ら
ぬ

を

し
ら
雪
の
つ
も
る
日
数
は
ふ
る
ほ
ど
に

Ξ
0
丁
オ
」

灘
す
る
か
の
国
を
う
ち
過
て
趣
」
よ
ひ
は
み

し
ま
に
や
ど
り
?
音
に
聞
ヘ
し
箱
根
臼

上
力
り
く
て
詠
れ
ぱ
趣
ほ
の
か
に
み
ゅ
る
口
山
の

面
か
け
打
な
が
め
麓
か
り
う
の
和
哥
は
お
も

.
」
コ
占
^
一

ヨ
1

し
ろ
や
あ
、
は
あ
け
ぱ
ま
た
こ
ゆ
べ
き
山
の

国

み
ね
な
れ
や
趣
そ
ら
行
月
の
臼
す
へ
の
し
ら

「
二
0
丁
ウ
」

兇
J

゛
)

ノ
」
「
ー
{
」
y
イ
y
」

1
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雲
と
な
か
め
た
ま
へ
し
わ
か
人
の
隱
こ
、
ろ

今
ぞ
お
も
ひ
や
る
か
ん
じ
た
ま
へ
ぱ
し
の
、
め

途
一
立
春
[
ヨ
み
れ
ぱ
、
こ
ね
山
?
、
ら
お
り

な
る
細
道
を
た
ど
り
く
て
小
田
原
臼
宿

に
こ
よ
ひ
は
か
り
ね
し
て
き
け
ぱ
お

江
戸
は
ほ
ど
ち
か
や
や
ら
く

コ
ニ
丁
オ
」

月
見

]

ま
た
も
ご
さ
る
よ
我
や
ど
の
趣
か
き
ね
や

春
を
べ
た
つ
ら
ん
魚
な
つ
き
に
け
り
臼
み

ゆ
る
う
の
花
の
{
魚
さ
か
り
は
い
つ
か
す
ぎ
は
て

魚
は
や
ゆ
め
の
問
に
口
さ
つ
き
な
か
ぱ
と

団

な
り
ぬ
れ
ぱ
心
も
臼
と
も
に
さ
そ
わ
れ
て

Uコ
ニ
丁
ウ
」

お

あ
ま
の
小
舟
に
う
ち
の
り
て
建
川
く
ち

お
も
て
に
出
ぬ
れ
ぱ
趣
と
こ
ろ
も
せ
ま
き

月
見
ふ
ね
か
ず
を
し
ら
れ
ぬ
人
な
れ
や

う
た
い
こ
う
た
に
じ
や
う
る
り
を
^
」
一
さ
み
せ
ん

こ
?
み
打
な
ら
し
ゑ
い
や
よ
く
此

.
゛
;
、
.
^
:
.

生

か
ほ
に
か
、
り
し
み
だ
れ
が
み
ょ
の
さ

二
三
丁
オ
」

つ
に
口
わ
す
り
う
か
面
か
け
を
趣
酒
も
り
な

し

団

田

か
ぱ
と
見
ヘ
ぬ
れ
ば
か
ず
な
ら
口
み
お
も
う

ら
み
?
趣
お
ふ
ね
の
う
ち
を
見
て
あ

れ
ば
と
し
の
よ
わ
ひ
を
も
ふ
さ
ば
[
3
二
八
ぱ

か
り
と
う
ち
見
ヘ
て
花
忠
.
一
や
う
な
る
わ

か
し
ゆ
さ
ま
趣
其
た
れ
人
と
た
づ
ぬ
れ
ぱ
ゑ
い

「
一
Ξ
丁
ウ
」

"
气
、
.
U
:
一

.
で

お
名
を
ぱ
の
さ
て
臼
ゑ
も
す
ま
い
口
し
や
ん
と

さ
せ
ら
れ
た
ま
り
や
1
騨
花
の
お
か
ほ
を

ぬ

つ
く
ぐ
と
蓮
1
目
も
は
な
さ
れ
す
な
が
む

]

.
 
N
」
.

は
ゑ
い
あ
の
き
み
さ
ま
は
ゑ
い
伊
勢
の

は
ま
そ
だ
ち
ゑ
い
目
元
し
ほ
が
ゑ
い

、

、、C、、
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、
、
」
、
」
ノ
ナ
ノ
、
)
,
ヒ
ノ
、
 
J
 
゛
ノ
)
」
」
十
、
〕
ノ
ノ
〕
ノ
、
ナ
ノ
ー
J
コ
ノ
」
 
J
1
 
」
ノ
 
J
 
〕
ー
/
J
/

そ
り
や
こ
ぽ
れ
か
、
る
よ
趣
」
よ
い
の
月
の

二
三
〒
オ
」

ご
り
し
よ
に
て
ま
た
も
あ
ふ
こ
と
あ
る

べ
き
か
今
お
も
ひ
[
ヨ
く
も
に
か
け
は
し

か
す
み
に
千
鳥
口
そ
ら
と
ぶ
と
り
を
手

づ
か
み
に
松
よ
は
ぬ

力
ナ

く

や
れ
や
わ
か
い
し
ゆ
よ
ふ
か
き
ち
き
り
し

1
J
 
十
ノ
ー
、
 
1
 
J
 
〕
 
J
J
 
/

団Ξ
三
丁
ウ
」

i

う
き
人
に
隱
立
わ
か
れ
こ
そ
も
の
う
け
れ
臼
あ

わ
れ
お
ぱ
た
れ
か
ま
つ
ら
船
趣
」
が
れ
て
の

る
ぞ
も
の
う
け
れ
い
と
゛
わ
が
み
の
も
の
う
さ

に
口
西
を
は
る
か
に
な
が
む
れ
ぱ
君
に
あ
わ
じ

の
山
見
ヘ
て
な
お
も
こ
い
ま
す
わ
が
み
口
1
i

つ
の
な
ん
ど
き
う
き
人
に
[
3
是
松
江
の
は
ま

「
二
四
丁
オ
」

ノ
、
、
ノ
」
/
J
ノ
ノ
ノ
ノ

打
な
が
め
[
ヨ
か
た
の
う
ら
に
も
つ
き
し
か
ぱ
口

ま
へ
な
う
し
ほ
て
こ
り
を
と
り
三
十
三

一
^
:
さ
:
6

J

ど
の
ら
い
は
い
し
い
や
は
ね
が
わ
く
ぱ
き

一
さ
り
,
一

み
に
一
卜
度
び
あ
わ
し
ま
の
ゑ
"
大
明
神

と
ふ
し
や
お
が
み
や
よ
へ
や
臼
あ
、
こ
よ
い
は
こ
、

に
か
り
ま
く
ら
ね
て
も
ね
ら
れ
ぬ
こ
よ

ヨ
十
四
丁
ウ
」

ひ
か
な
や
れ
や
わ
か
い
し
ゆ
臼
是
を
き
く

か
ら
は
人
と
ち
ぎ
ら
ぱ
う
す
く
ち
ぎ
り

て
す
へ
を
と
げ
も
み
ぢ
は
を
み
ょ
う
す

い
が
ち
る
が
臼
こ
ひ
ぞ
ま
づ
ち
る
に
な
り
や
う
や

御
濱
出

さ
て
も
目
出
き
御
濱
出
の
き
よ
ゆ
う
か
な

Ξ
十
五
丁
オ
、

一
J鰍

ま
2
局
砂
の
[
3
松
の
月
趣
お
の
へ
の
か
ね
の

明
ほ
の
E
趣
き
み
ま
ん
さ
い
臼
お
、
の
松
原

は
る
く
と
さ
し
て
き
ぬ
れ
は
ひ
か
さ
の
浦

、
、

气

1
ノ
ノ
ナ

、
/
J
 
づ
ノ
 
J
/
、
、
、
 
0

、 1

1、>ノ

ノノ
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よ
臼
択
も
し
か
ま
の
ら
く
か
ん
に
尊
藤
江
の
ぽ

せ
っ
[
3
加
古
の
嶋
山
ゆ
ふ
ひ
こ
ぽ
る
、
隱
か
ら

か
の
嶋
に
た
ま
も
か
ろ
{
魚
両
間
も
見
ヘ
ぬ
さ
み

目
「
一
一
五
丁
ウ
」

ι
E
:
さ
:
6

=
」

た
れ
に
ゑ
い
や
よ
く
此
あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の

な
か
し
を
こ
き
く
れ
1
明
石
の
と
よ
り
や
ま

と
し
ま
あ
れ
に
み
ゆ
る
は
お
も
し
ろ
や
此

プ
、
サ
"
.
:

.
、
L
A
゛
.
」
コ

き
み
の
ふ
ね
や
ら

ゑ
し
ま
の
お
き

回

の
緑
、
<

さ
て
臼
千
鳥
か
く
れ
に
低
う
が
み
ゅ
る
へ
い
酉

こ

し

1お
ふ
ね
な
た
よ
し
し
や
う
れ
し

「
二
六
丁
オ
」

新
古
筆

ま
た
も
こ
ざ
る
よ
ひ
か
し
お
も
て
の
こ
ひ
つ
ひ

,
'
.

よ
う
ぶ
の
見
事
さ
は
鰻
し
き
し
の
ゑ
に
臼

か
き
ね
こ
ず
と
ふ
う
ぐ
い
す
野
ベ
に
な
ま

め
く
し
の
び
ね
や
鵬
ま
づ
さ
く
[
3
む
め
を

、
、
、
、
」
、
、
、

か
、
れ
た
り
は
る
の
て
い
か
の
し
ゆ
せ
き
な
り

図
「
二
六
丁
ウ
」

こ
よ
ひ
い
ち
や
は
口
花
の
こ
か
げ
に
や
ど
を

か
り
う
や
り
ん
へ
や
か
げ
い
き
よ
す
け

こ
れ
っ
ぐ
[
ヨ
こ
う
の
咲
れ
ん
げ
【
建
お
て
ま

さ
し
く
も
み
こ
と
な
り
花
の
も
と
づ
な

ほ
た
ん
ぐ
わ
に
口
花
に
ょ
そ
へ
て
わ
か
を
ゑ
い

が
の
お
て
も
あ
り
さ
り
や
こ
う
ぜ
い
た
め
よ

「
二
七
丁
オ
」

た
め
い
へ
た
め
す
け
た
め
う
じ
[
ヨ
ど
、
の
お

て
ま
で
も
た
れ
に
と
う
ふ
う
が
ふ
る
う

筆
こ
そ
み
こ
と
な
り
ゆ
く
や
み
ち
と
も
臼

こ
わ
た
い
の
じ
に
日
ぐ
れ
て
ふ
か

く
さ
や
月
は
ふ
し
み
の
ゐ
ん
ど
の
や
燮
一

じ
や
う
に
し
ど
の
口
じ
ゆ
ら
く
け
い
お
ふ
ぁ
す

「
二
七
丁
ウ
」

、
 
L
1
 
十
」
、
ー
、
ノ
、
>
J
、
十
」
、
ノ
」
ー
コ
、
 
1
J
/
ゞ

"、, JJ
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か
ん
や
遍
τ
ん
ぴ
っ
な
れ
ど
こ
の
^

,
'
.
、
縮
殿

蔵
あ
そ
ぱ
す
臼
ふ
で
の
見
事
さ
は
心
な

.
は
.
^
・

ぐ
さ
む
わ
か
の
み
ち
い
や
あ
き
も
こ
の

た
つ
た
の
も
み
ぢ
は
や
[
ヨ
し
ぐ
れ
に
い
ろ

は
臼
な
を
も
こ
き
ん
や
し
ん
こ
き
ん
よ
わ
ひ

久
し
き
せ
ん
ざ
い
の
ビ
せ
ん
し
け
つ
き

Ξ
八
丁
オ
」

伊
勢
物
語
臼
そ
う
き
せ
ん
じ
ゆ
の
そ
の
な

か
に
し
き
し
た
ん
ざ
く
か
ず
を
そ
ろ
へ
て

お
さ
れ
け
る
ろ
う
じ
に
ま
わ
り
て
な
が

む
れ
は
臼
抑
も
見
事
な
せ
ん
す
い
や
せ
ん
く
わ

木
そ
う
ま
の
ま
へ
に
池
は
す
わ
ま
に
ほ
ら

れ
け
る
な
か
に
こ
い
ふ
な
臼
き
ん
魚
け
い
く
わ
の

Ξ
八
丁
ウ
」

と
も
し
火
に
趣
ね
も
せ
で
や
ど
を
か
る
も

区

草
ま
こ
も
う
き
く
さ
見
て
も
な
く
さ
む

.
一
1
 
一

あ
や
め
ぐ
さ
蔵
ゆ
き
て
は
か
へ
り
立
も
ど
り

区

こ
、
ろ
と
ま
る
は
そ
で
す
り
の
松
を
な
か

め
て
日
を
く
ら
す
そ
て
つ
も
く
れ
ん

岩
?
じ
藏
ま
ん
ぽ
く
せ
ん
さ
う
き
た

三
九
丁
オ
」

は
き
に
{
趣
み
な
み
は
あ
お
し
東
じ
ろ
鵬
西

く
れ
口
な
ゐ
に
染
わ
け
の
山
を
ひ
や
う
し
て

つ
、
れ
け
る
建
」
く
は
く
臼
せ
き
の
い
さ
ご
し
き

み
こ
し
ま
へ
お
き
な
び
く
ひ
か
へ
に
手
か
け

石
こ
と
に
い
ろ
へ
の
お
き
ど
こ
ろ
酉
天
地
い
ん

よ
う
の
お
も
て
ま
で
手
ぎ
は
す
ぐ
れ
て

三
九
丁
ウ
」

見
事
な
り
ゑ
い
抑
ま
た
す
そ
の
に
[
3
し

げ
れ
小
松
山
や
ら
く

み
や
こ
渡

み
や
こ
あ
た
り
の
里
く
や
ふ
し
み

ふ
か
く
さ
と
ぱ
や
わ
た
灘
た
け
だ
の
お
さ
と
[

い
な
の
お
ざ
、
の
し
げ
り
あ
い
【
趣
わ
け
ゆ
く

ノ
气
、

、
、
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ヨ
弓
丁
オ
」

そ
で
の
か
ず
く
や
ぎ
お
ん
ぱ
や
し
の
む
ら

か
ら
臼
う
か
れ
。
こ
、
ろ
と
も
ろ
と
も
に
鱈

清
水
八
坂
う
ち
す
ぎ
て
愈
加
茂
川
越
る

し
ら
浪
の
か
、
る
な
か
め
は
あ
ら
じ
、
t
.
一
よ
し
の

龍
田
の
は
な
紅
葉
ち
る
を
お
も
へ
ば
お

し
ま
る
、
八
瀬
や
小
原
の
い
や
し
き
も

図ヨ
δ
丁
ウ
」

の
は
[
3
じ
ん
や
じ
や
か
う
は
も
た
ね
ど
も
戦
に
ほ

.
さ
ん
:

お
て
く
る
は
た
き
も
の
よ
い
や
は
四
条
を
五

ι

条
を
う
轟
1
し
か
さ
ま
に
あ
ふ

1

坂
の
せ
き
の
岩
か
ど
ふ
み
な
ら
し
魚
山
立
臼

い
つ
る
き
り
は
ら
い
こ
ま
に
ま
か
せ
て
行

恢
ど
に
お
、
津
打
出
の
濱
よ
り
口
や
ま
た
八

ヨ
ニ
丁
オ
」

ぱ
瀬
の
船
に
の
る
此
か
た
、
う
ら
べ
の
そ

、
、

ノ

り
や
つ
ま
に
は
い
や
よ
月
に
は
つ
か
は
沖
に

,
將
吼
,

す
む
い
や
し
ほ
つ
か
へ
ず
の
そ
り
や

あ
さ
が
よ
い
つ
ま
が
ぬ
れ
そ
ろ
磯
打
な
み

'
茅
、
る
小
哥
に
ほ
ど
も
な
く
廼
石
山
で
ら
を

伏
お
か
み
臼
ゑ
い
な
が
め
に
臼
あ
か
ぬ
し
が
の
松

「
=
二
丁
ウ
」

詑

や
ら
くナ

.
し
、

や
ら
目
出
た
い
の
き
み
の
よ
わ
ひ
は
み
ち

^
^

と
せ
に
趣
た
い
平
[
乃
樂
と
お
さ
ま
り
て

ご
す
へ
は
ん
じ
や
う
の
御
代
な
れ
は
蔦
き
く

さ
も
口
な
び
く
と
ぶ
鳥
も
君
に
し
た
か
ひ

碧
Ξ
丁
オ
」

奉
る
諸
国
く
に
く
大
名
の
口
ゑ
い
こ
の
有

さ
ま
を
き
こ
し
召
亀
フ
ら
や
ま
ざ
る
は一

ナ

1

な
か
り
け
る
も
ん
Ⅲ
鴛
こ
ま
の
立
と
も
な

き
よ
ふ
に
四
方
の
か
と
め
の
た
ま
の
と
も
ひ
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か
り
か
、
や
く
き
ん
く
の
趣
」
こ
ん
臼
い
ろ
を

な
す
と
か
や
げ
に
や
た
、
、
ゑ
い
[
ヨ
き
け
ん
じ
や
う

倒「
=
三
丁
ウ
」

の
た
の
し
み
も
魚
御
代
に
は
い
が
て
ま
さ
る
べ
き

.
さ
、
゛
、
゛
Ξ
.
{
i
王

ゑ
い
や
よ
く
此
松
の
葉
は
ゑ
い
と
し
を

ふ
る
ほ
と
い
ろ
ま
さ
る
は
い
ろ
と
と
も
に

み
ど
^
ほ
[
ヨ
か
た
に
い
る
確
も
[
ヨ
ち
ょ

よ
ろ
づ
よ
は
女
;
な
ー
ゐ

き
み
の
た
め
し
の
此
ま
つ
は
や

ユ
ケ

ヨ
三
〒
オ
」"

寺
な
り

さ
て
も
時
な
り
こ
の
君
の
【
趣
」
い
こ
う

目
出
と
ふ
ま
し
く
て
灘
天
長
ち
き
う

御
こ
と
ぶ
き
に
臼
た
み
も
う
る
恢
ひ
国
も
お

だ
や
か
に
と
き
は
か
き
ほ
の
御
ふ
ぜ
い
松
に

た
ぐ
へ
て
色
ふ
か
く
口
君
の
ち
と
せ
を
へ
ん

囲誓
芸
〒
ウ
」

聖
.
、
乢
、
ん
:
一

こ
と
は
ゑ
い
や
よ
く
此
あ
ま
つ
お
と
め
の

.
N
寸
1
 
一

団

羽
衣
で
趣
な
つ
と
も
つ
き
ぬ
ご
か
ん
は
口
な
ん

ぽ
目
出
た
や
こ
た
い
け
'
薪
も
臼
ふ
つ
き
は

ん
じ
や
う
し
趣
ゆ
た
か
の
御
代
ぞ
久
し
け
れ

や
ら
く御

城
廻
り

ぞ
西
丁
オ
」

我
は
い
な
か
の
も
の
な
る
が
お
江
戸
け
ん
物

t

申
さ
ん
と
廼
初
て
こ
、
に
四
た
ひ
を
品
川

打
過
て
こ
、
は
ほ
ど
な
く
芝
口
よ
趣
ま
だ

あ
た
ら
し
き
し
ん
ぱ
し
〔
3
と
、
ろ
く
と

国

う
ち
渡
り
あ
た
ご
さ
ん
け
い
仕
り
鶏
あ
ら

お
も
し
ろ
の
町
の
名
や
焚
プ
き
て
こ
、
に
圃

因「
三
四
丁
ウ
」

↓、
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名
所
き
う
せ
き
み
の
な
る
が
花
に
桜
田
打

す
ぎ
て
見
て
は
ま
ん
く
き
わ
も
な
く
人
も

ゆ
た
か
に
臼
す
め
る
町
く
は
邇
.
盲
も
お
と
ろ
か
す

け
し
き
な
り
灘
す
ゑ
た
の
も
し
臼
我
も
久

し
き
す
み
や
か
に
お
し
ろ
見
物
も
ふ
さ
ん

と
し
ば
し
た
。
、
す
み
な
が
め
口
、
心
こ
と
ぱ
に
つ

誓
云
丁
オ
」

屈

く
さ
れ
ー
ぢ
く
し
た
ん
我
て
う
そ
れ

三
国
に
な
ら
び
な
き
遍
盆
日
も
有
し
も
ろ

こ
し
の
建
か
ん
よ
ふ
き
う
〔
ヨ
も
の
、
か
ず
に
て

か
す
な
ら
ぬ
矢
倉
く
の
そ
の
か
ず
は
玉
も

か
、
や
く
斗
な
り
し
た
は
ま
ん
く
口
あ
ふ
き

い
れ
た
る
堀
の
う
を
き
ん
き
よ
こ
い
ふ
な
あ

ぞ
五
丁
ウ
」

や
め
か
る
も
に
か
き
つ
ぱ
た
か
づ
の
?
、
き

国

1

か
は
を
や
め
[
3
千
鳥
し
ら
さ
き
鶴
亀
ひ
な

回つ
る
お
し
か
も
め
池
の
ま
こ
も
の
み
だ
れ

あ
い
心
い
さ
み
て
お
も
し
ろ
臼
そ
ら
で
光
り

の
か
、
や
け
ば
か
ら
で
き
ん
さ
ん
に
し
み
に

月
と
日
の
光
り
あ
ら
そ
ふ
こ
と
く
な
り

「
三
六
丁
オ
」

さ
て
も
見
事
な
ご
本
丸
{
趣
み
な
み
に
口
た
け

困

き
あ
た
ご
さ
ん
に
し
に
一
一
^
三
E
き
た
に
明

神
が
、
と
し
て
奪
等
も
ん
の
守
り
た
ま
へ
ぱ

東
に
清
き
せ
い
ぐ
わ
ん
四
あ
い
に
見
ヘ
た
は
も

み
ぢ
山
と
う
所
ご
ん
げ
ん
さ
ま
の
や
御
立
な

さ
れ
酉
い
わ
い
か
し
つ
き
奉
1
に
有
か
た

ヨ
一
六
丁
ウ
L

く
上
下
ゆ
き
、
の
ひ
と
く
は
是
を
お
が
ま

1
t
 
一
さ
.
巳

ん
か
た
も
な
し
い
や
君
が
代
の
ち
ょ
に
や

く
さ
、
れ
石
久
し
か
る
へ
き
こ
い
せ
い
わ
な

お
も
月
日
が
か
さ
な
り
て
廻
り
く
れ
ぱ
お

国

E
.

天
主
の
鱈
見
上
け
て
み
れ
ば
八
幡
の
し
し
や

に
さ
た
ま
る
白
は
と
が
と
や
を
立
出
と
ん
で
口
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Ξ
モ
丁
オ
」

と
び
や
あ
か
り
て
御
代
は
万
ね
ん
ち
ょ

ふ
り
て
も
ふ
て
あ
そ
び
し
そ
の

風
情
い
よ
此
ま
こ
と
に

牡
丹

釼
も
お
も
し
ろ
の
な
か
め
事
な
る
花

ぞ
の
に
趣
い
ろ
あ
ら
そ
ひ
し
し
な
く
の

囲
「
一
一
モ
丁
ウ
」

鰍
わ
け
や
お
も
ひ
深
み
草
は
る
は
心
も
う

.
さ
乢
、

き
草
に
ゑ
い
や
よ
く
此
ぬ
る
、
た
も
と

1あ
め
が
し
た
〔
3
君
を
い
よ
松
か
さ
の
よ
い
く

に
蔵
月
し
ろ
見
ヘ
ぬ
恋
の
み
ち
い
き
の

松
ぱ
ら
あ
き
山
を
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
人

龍
田
姫
い
や
も
み
ち
ふ
み
わ
け
な
く

誓
一
八
丁
オ
」

:

鹿
の
こ
ゑ
し
ら
き
く
臼
あ
き
日
こ
う
臼
い
ろ

も
ち
し
ほ
に
そ
め
が
わ
や
う
き
な
を

一
さ
.
^
・

な
か
す
ほ
う
で
う
川
八
幡
倉
は
し
打

わ
た
り
け
ふ
を
こ
、
の
へ
に
さ
き
い
で
て

し
ば
し
こ
、
に
や
と
り
木
の
こ
す
へ

に
せ
み
の
は
こ
ろ
も
を
趣
か
け
し
お
も
ひ

ヨ
一
八
丁
ウ
」

ミ
E
:
さ
"

そ
こ
深
き
此
と
う
山
の
井
の
水
清
く

た
ち
ょ
る
か
げ
の
ふ
た
お
も
て
袖
の

.
さ
乢
」

内
よ
り
ほ
の
か
に
も
見
ヘ
し
は
花
の
あ

か
手
ぬ
く
い
?
む
心
は
せ
ん
ゑ
か
う
愈

]其
い
ろ
ふ
か
き
小
町
し
ろ
愈
た
か
あ
ふ
坂

の
せ
き
守
も
麓
っ
ま
べ
に
く
わ
へ
し
な
り

碧
一
九
丁
オ
」

ふ
り
は
ゑ
い
せ
ん
し
う
ら
く
や
く
と
あ

か
し
く
ら
せ
し
ふ
う
き
草
趣
く
わ
さ
か
ゆ

.
"
乢
」
か
い
と
う
下
り

る
き
ん
ち
う
ば
く
ゑ
い
君
の
乎
く
さ
に

.
:
心手

ま
り
わ
れ
も
口
っ
く
ぱ
ね
の
み
ね
口
よ
り

回
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一
持
乢
:
.

お
つ
る
た
き
も
と
こ
い
ぞ
つ
も
り
て

ゑ
い
こ
く
り
や
う
の
い
ち
う
村
立
ツ
や
れ

三
元
丁
ウ
」

其
中
に
高
ね
そ
び
へ
し
ゑ
い
ふ
し

の
ゆ
き
き
へ
ぬ
お
も
ひ
に
な
、
り
ぬ

"
;
,

る
さ
花
の
姿
も
玉
ぽ
た
ん
あ
り
や
く

魚
あ
た
り
も
ひ
か
る
源
氏
し
ろ
趣
い
か
な
る

も
あ
ん
の
つ
や
よ
し
も
は
く
は
三
国

一
さ
乢
、
社
巻
付

一
は
も
の
い
や
ゑ
た
を
趣
み
こ
し
の

「
四
0
丁
オ
」

国

い
ろ
も
う
つ
る
心
は
み
だ
れ
へ
に
ゑ
い

一
さ
ム
」
一
す
る
か
ふ
し

ち
と
せ
も
深
き
松
の
は
の
い
や
此
ぬ
れ

か
、
り
く
る
の
い
や
ゆ
き
お
ん
な
い
や
な
さ
け

田

の
道
に
の
い
や
ふ
み
ま
よ
ひ
四
趣
さ
や
ま

に
た
ど
る
雲
の
そ
て
ち
ら
と
た
ち
ぬ

t
;
:
ん
.

る
き
り
つ
ぽ
の
い
や
花
ち
る
里
に
み
を

「
四
0
丁
ウ
」

つ
く
し
の
き
み
ま
つ
よ
い
の
つ
れ
く
に

長な
か
れ
な
か
す
か
に
水
の
や
の
{
建
井
筒
の

う
へ
に
お
く
は
く
の
あ
わ
れ
お
と
は
の
夕

く
才
し
に
^
^
一
こ
か
る
、
い
ろ
に
い
つ
も
は
く

;
舌
.
吼
一
火
せ
つ
き
や
う
ふ
L

ゑ
い
や
よ
く
此
し
ん
か
ら
そ
こ
か
ら

一
1
 
.

な
ひ
二
と
て
慧
い
ん
ま
の
日
の
出
の
小
日
な
た

「
四
一
丁
ウ
」

や
趣
照
か
う
か
け
て
ち
き
ら
ん
と
れ
い
し

ま
れ
な
る
こ
と
の
は
も
い
や
な
れ
?
し
の

び
ゅ
く
ほ
と
に
こ
ふ
さ
ん
こ
ひ
な
た
や

ι
三

う
ち
す
き
て
趣
は
や
明
ほ
の
、
横
雲

に
【
魚
北
斗
の
ほ
し
の
か
け
さ
し
て
ひ
か
り

か
、
や
く
は
つ
か
草
蔵
さ
き
み
た
れ
た
る

「
四
一
丁
ウ
」

は
な
も
り
も
愈
霞
か
せ
き
を
つ
き
口
も

ふ
や
ら
く

新
牡
丹
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や
ん
れ
は
ん
せ
い
と
う
た
ふ
ひ
や
う
し
の
ふ

し
く
、
嘉
と
け
て
は
君
の
御
心
灘
け
に
あ
り

か
た
き
御
に
は
の
花
を
か
モ
へ
て
名
と
り
草

「
四
二
丁
オ
、

港
'
、
」
な
げ
ふ
し

鵬
け
ん
し
の
花
の
す
ゑ
ま
て
も
ゑ
い
そ
の

団

名
も
一
趣
な
た
か
き
は
な
や
ふ
し
の
畢
風
さ
ん

ご
く
し
ろ
に
つ
、
く
ら
ん
灘
そ
よ
し
ろ
口
た

ゑ
ぬ
ま
ん
月
の
趣
日
ぐ
ら
し
す
ぎ
て
い

つ
も
は
く
灘
と
ふ
け
つ
口
か
く
す
む
ら
く
も
こ
う

^
さ
冒
'
.
6

趣
や
ゑ
く
も
ま
ち
る
く
ぜ
の
さ
た
い
や
ふ
け

困「
四
二
丁
ウ
」

ゆ
く
ま
、
に
や
れ
こ
り
や
ま
か
し
よ
天
の

.
寸
'
.

川
は
こ
ろ
も
ぬ
き
て
た
な
ぱ
た
の
い
や

さ
そ
や
こ
よ
ひ
は
や
れ
う
れ
し
か
ろ
さ
し
は

こ
さ
ら
ず
や
れ
あ
め
は
な
し
一
と
せ
っ

.
寸
.

も
る
こ
と
の
は
を
0
そ
ろ
く
む
す
ぶ
乱
れ

:
一
さ
'
/
L
:
」

か
み
鷲
都
を
晴
て
い
な
ん
す
か
は
や
有
明

「
四
三
丁
オ
」

し
ろ
に
朝
香
山
[
ヨ
し
の
、
め
わ
け
て
こ
う

さ
ん
ぬ
つ
と
て
さ
ん
す
あ
さ
白
ヘ
に

鰻
れ
い
し
の
き
み
の
お
も
か
げ
も
載
け
に
い

ろ
つ
や
は
く
わ
げ
ん
こ
う
り
よ
が
ん
こ
う

.
で
.
^
・

に
も
す
く
れ
た
り
い
や
じ
や
う
く
わ
み
て

か
ら
よ
の
花
見
れ
は
へ
あ
め
に
ょ
ん
く

「
四
三
丁
ウ
」

{

よ
ご
れ
て
こ
の
あ
い
か
ら
咲
花
は
し

つ
ぉ
か
し
ヘ
建
さ
り
し
ご
げ
ん
の
ほ
ど
す
ぎ

て
愈
部
の
げ
ん
そ
ふ
の
も
て
あ
そ
び
蔵

よ
き
ひ
臼
さ
ま
の
お
心
も
ゑ
い
や
よ
く
此

一
持
、
.
一
ろ
ふ
ミ
ふ
し

な
ゑ
き
し
ろ
に
へ
う
き
草
の
よ
0
せ
ん

し
や
う
し
ろ
に
な
り
に
け
る
{
趣
せ
ん
さ
い
は
く

「
四
四
丁
オ
、

さ
ん
大
せ
つ
き
や
.
り
ふ
し

に
そ
ふ
て
の
ち
い
や
な
を
み
や
う
か
く

、
、
ー
=
閏
」
、
、
」
閏
イ
、
イ
ー
、
、
ヨ
コ
 
q
 
、
ー
、
ー
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し
と
あ
ら
た
め
て
あ
ま
か
さ
き
に
も

の
ほ
山
よ

一
,
j

山
の
井
の
灘
も
あ
ん
に
し
は
し
よ
と
あ

さ
日
門
ゑ
い
そ
れ
て
も
と
ふ
や
ら
う
つ
く
し

落
.
W
」
か
ん
さ
き
ふ
し

は
よ
ご
れ
小
袖
じ
や
な
い
か
い
の
い
や
わ
か
け

]
.

ー
イ
ー

も
お
わ
り
げ
き
き
ん
ぎ
ょ
く
さ
ま
は
ふ
と
や

「
四
四
丁
ウ
」

ふ
と
心
魚
男
こ
、
ろ
は
玉
ほ
た
ん
灘
す
こ
し

こ
、
ろ
は
こ
ひ
な
た
の
一
、
^
と
も
の
に
と
く
を

か
た
ろ
い
て
藤
い
?
に
ょ
り
し
?
、
の
め

"
『
L
 
'
'
"
」

四
専
ひ
か
に
口
し
や
ん
と
た
っ
た
姫
い
や
や
れ

ι

て
を
引
な
や
れ
く
ら
は
し
を
よ
ふ
た
ふ
り

し
て
ぶ
ら
し
や
り
こ
{
趣
お
も
わ
く
ふ
り
は
ち

「
四
五
丁
オ
」

し
ほ
へ
に
趣
て
ん
と
う
と
ふ
り
た
き
の
く
に

こ
う
{
趣
花
の
に
し
き
も
さ
き
わ
け
て
{
趣
さ

か
り
も
は
や
く
や
す
ひ
べ
に
趣
い
さ
そ
う
よ

'
、
L
吼
、
.
一

う
の
ひ
と
お
と
り
ゑ
い
や
よ
く
此
と
ろ
く
な

.
上

と
ろ
く
な
あ
ぶ
ら
よ
い
く
さ
つ
さ
と
ろ

く
や
れ
し
な
も
の
よ
ほ
あ
い
た
し
こ
な
ん

「
四
五
丁
ウ
」

色
:
コ

と
し
た
口
そ
て
の
う
ち
ょ
り
き
も
の
か
て
た

さ
ほ
ん
に
こ
れ
み
や
松
の
葉
の
あ
り
や
く

隱
北
斗
の
星
の
あ
か
ら
み
て
隱
は
や
あ
け

ぽ
の
、
朝
き
り
に
臓
た
ち
そ
ふ
n
お
と
や
さ

き
の
も
り
鵬
1
そ
の
か
す
く
は
お
、
け
れ
ど

趣
あ
ら
く
[
3
こ
、
に
ょ
ろ
い
草
鱈
げ
に
花
そ
の

「
四
六
丁
オ
」

は
し
ゆ
ん
し
や
う
の
邇
い
こ
く
口
あ
た
ひ
ほ
ん
せ
ん

く
わ
建
心
を
わ
け
て
ふ
か
み
ぐ
さ
趣
ぱ
ん
せ
し

楽
と
う
た
ひ
け
る
や
ら
く

畏

ノ

や
ん
れ
有
か
た
き
君
の
み
か
げ
も
せ
t
ノ

J

て
ん
に
鱈
み
ふ
ね
あ
そ
ひ
の
お
り
か
ら

目

;
}
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「
四
六
丁
ウ
」

に
^
ろ
ひ
や
う
し
に
こ
ゑ
を
は
り
ま
が
た
[
3
ゑ
い

^

飾
万
の
よ
も
の
そ
の
景
負
繋
か
め
[
ヨ
ま
さ
る

の
ど
か
な
る
畷
は
る
を
ま
ち
ゑ
て
さ
く
ら

田

た
い
趣
」
ゑ
や
す
く
と
う
り
ち
ら
す
趣
す

か
の
嵐
の
い
さ
き
よ
三
魚
お
と
も
ひ
そ
か
に

.
さ
:
"
.
一

ほ
そ
へ
な
る
い
や
軒
の
玉
水
と
く
く
ご

「
四
七
丁
オ
」

武
し
け
く
こ
さ
れ
は
人
か
し
る
藏
あ
り
し

こ
と
は
を
お
も
ひ
て
の
口
ゑ
い
し
る
も
し
ら
ぬ

も
ゆ
ふ
す
、
み
廼
上
の
よ
し
あ
し
は
し

や
ん
は
し
{
餓
月
に
あ
り
く
つ
む
ほ
た

で
津
田
に
そ
の
ま
、
ら
く
か
ん
の
{
趣
と
も

よ
ひ
[
ヨ
た
つ
や
濱
ひ
さ
し
灘
お
き
な
み

「
四
七
丁
ウ
」

と
ふ
き
ふ
な
お
さ
の
{
霞
あ
ら
し
ほ
に
入

乗
ふ
ね
を
趣
家
嶋
の
き
は
ん
と
う
ち
な

か
め
隱
な
み
も
う
つ
ろ
ふ
の
せ
き
し
や
う
に
口
ゑ
い

す
な
と
る
口
わ
さ
の
ぬ
れ
あ
み
を
醐
ほ
し
も

あ
へ
ぬ
や
か
う
山
に
{
鳳
ふ
り
つ
む
〔
ヨ
ゆ
き
の
し

ろ
た
へ
に
{
鴛
な
み
す
ま
す
か
へ
お
と
な
し
く
〔

「
四
八
丁
オ
」

ゑ
い
さ
れ
と
も
け
こ
う
は
さ
む
そ
ふ
な
口
ゑ
い

ね
く
さ
に
う
つ
る
あ
を
く
と
趣
し
や
う
ご
は

し
け
る
う
ら
し
ろ
や
趣
花
の
み
や
と
て
ち

よ
と
み
し
趣
十
七
八
の
ひ
ん
し
や
ん
と
ゑ
い

.
さ
、
.
^
.

や
よ
く
此
は
や
る
ぬ
ん
く
ぬ
り
が
さ
だ
て
、
、

や
さ
し
て
き
や
し
や
ぶ
り
て
し
つ
い
と
し
へ

「
四
八
丁
ウ
」

.
,
.
一そ

れ
か
ほ
ん
に
ま
と
か
は
や
る
ぬ
ん
く
ぬ
る

か
さ
こ
ち
の
か
、
ら
に
き
せ
た
ら
は
な
へ
か
つ

き
ヘ
魚
此
い
き
ほ
ひ
を
見
て
た
も
れ
灘
よ
ふ
て

う
れ
し
て
中
の
よ
盆
革
く
嶋
に
夜

の
雨
鳶
ぬ
れ
て
し
つ
ほ
と
し
な
も
の
よ
ゑ
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-
L
上
さ
吼
.
一
ル

い
や
よ
く
此
君
か
代
は
ち
ょ
に
や
千
代
を

「
四
九
丁
オ
」

さ
、
れ
石
隱
石
抵
と
な
り
て
萬
年
の

ゑ
い
飽
山
つ
く
か
ね
の
お
と
魚
ぢ
か
う
に
口
っ

と
ふ
入
相
の
か
す
の
船
々
あ
と
さ
き
に
君

を
あ
ふ
き
て
奉
る
趣
っ
ち
わ
の
松
の

よ
そ
ま
て
も
や
ら
く

た
か
ら
罰

目
「
四
九
丁
ウ
」

や
ん
れ
あ
ら
玉
の
と
し
の
は
し
め
の
き
よ

ゆ
う
か
な
趣
」
よ
を
重
ね
て
た
か
ら
船
蔵

お
い
て
に
帆
を
あ
け
ま
く
の
藤
か
た
し
け

な
く
も
き
み
の
蔓
」
い
せ
い
[
3
名
も
高
砂
の

灘
松
も
ろ
と
も
に
ひ
な
つ
る
の
[
3
ゑ
い
ち
ょ
万

せ
い
と
う
と
ふ
亀
煮
た
い
く
と
こ
ろ
に
ほ
メ

「
五
0
丁
オ
」

た
は
ら
ゑ
い
や
よ
く
此
民
も
ゆ
た
か
に
た
っ

く
り
の
鴛
す
へ
ひ
ろ
か
り
の
か
す
の
子
に
鵬

う
ら
し
ろ
小
袖
ゆ
つ
り
は
と
灘
す
く
な
る

み
ち
の
か
さ
り
竹
尊
言
い
は
い
ひ
し
に
か
く

れ
み
の
騨
一
か
く
れ
か
さ
き
て
打
出
い
の
魚
小
っ

ち
打
く
か
っ
て
【
亀
悦
ふ
君
を
い
わ
ゐ
た
て

「
五
0
丁
ウ
」

さ
ん

ま
つ
る

よ
の
中
の
つ
ね
の
な
ら
ひ
も
と
き
う

]
:
:
さ
.
吼
」
E

つ
り
人
の
心
も
し
め
や
か
に
お
し
も

秋
の
っ
れ
く
に
な
が
め
に
あ
か
ぬ
き

く
の
花
た
ゑ
な
る
姿
や
さ
ら
し
く
咲

「
五
一
丁
オ
」

み
た
れ
た
る
有
様
は
は
る
に
も
ま
さ
る
け

し
き
か
な
け
に
と
く
お
ふ
き
花
の
陰

、
さ
よ
"
,
.
小
」

立
よ
り
き
け
ば
そ
の
昔
ぢ
と
ふ
と

き

く

-165-
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し
か
み
わ
ら
は
ほ
く
わ
う
ま
く
ら
を

、
、

し

一
:
さ
吼
.

へ
し
つ
み
に
ょ
り
て
つ
け
い
さ
ん
に
な

こか
さ
れ
て
き
く
の
し
た
、
り
め
い
と
な
る

目
「
五
一
丁
ウ
」

文
帝
こ
れ
を
受
給
い
花
さ
か
つ
き
と
な

藩
ん
:
.

し
給
ふ
今
て
う
よ
ふ
の
ゑ
ん
と
な
る

イか
、
る
目
出
た
き
菊
の
酒
な
か
れ
を
く

み
て
と
ふ
ゑ
ん
め
い
す
ゑ
の
世
ま
で
も

落
吼
、

イ
ー
『

つ
き
し
儿
花
に
こ
き
く
有
.
り
つ

ゆ
お
あ
ざ
む
く
き
よ
く
牡
丹
君
も
ぎ

「
五
二
丁
ざ

よ
は
い
と
き
よ
だ
い
は
く
き
や
う
す
い
よ

,
さ
吼
」

お
ふ
と
は
か
さ
な
り
扱
ま
た
り
く
き

い
り
ん
し
や
う
く
わ
の
へ
だ
て
な
く
口
し
つ
心

ま
か
せ
っ
、
口
ま
ん
さ
く
ま
ん
く
わ
の
心
を
よ
せ

.
、
L
ん
冒
冒

し
ば
し
と
て
こ
そ
打
な
か
め
き
わ
す

1

「
五
二
丁
ウ
」

N
1
 
.

ぐ
に
「
^
ぼ
は
あ
お
や
ぎ
に
し
け
り
あ
い
く
は

ぎ
や
う
た
、
し
く
色
っ
や
も
騨
か
さ
ね

は
あ
つ
く
あ
ら
ま
ほ
し
ゑ
い
や
よ
く

一
^
さ
^
」

]
:
.

天
の
原
ふ
り
き
て
み
れ
は
は
こ
ろ

も
の
{
鼎
=
井
を
照
ら
す
月
の
か
ほ
趣

大
山
ま
く
し
ら
雲
の
趣
そ
ふ
せ
た
か

「
五
三
丁
オ
」

さ
ノ

な
る
山
う
ぱ
の
い
や
雪
越
ヘ
ゆ
き
を

さ
そ
へ
て
さ
い
此
さ
や
ん
れ
や
ま
じ
や

き
ん
そ
れ
は
ヘ
蔵
し
、
ふ
す
野
漫
の
そ
う

せ
う
こ
う
趣
井
筒
に
ょ
り
し
よ
り
と
ふ
は

ゑ
い
な
り
ひ
ら
口
通
ひ
な
れ
た
る
た
か
や

.
゛
、
.
.

す
に
い
や
風
吹
は
趣
お
き
つ
こ
ろ
ん
つ

さ
ん

と
て
む
つ
の
し
な
を
ゑ
ら
み
?
た

-167ー -166-



「
五
三
丁
ウ
」

ふ
ら
し
や
り
と
腫
か
さ
お
り
鳥
子
拶

ぎ
し
も
隱
っ
ち
落
さ
れ
て
せ
ん
か
た
趣

な
み
の
口
よ
る
へ
な
く
魚
ひ
さ
け
の
水
は
ゆ
と

成
工
趣
互
に
お
も
ひ
き
り
つ
ぽ
の
{
趣

き
ん
く
じ
や
く
ほ
ふ
ほ
ふ
舞
あ
そ
ひ
趣
松

は
よ
り
き
ん
つ
る
の
こ
の
蔵
ひ
な
の
住
居
も

「
五
四
丁
三

は
る
中
纎
わ
う
し
や
う
く
ん
の
御
所
車
口
く
る
り

^
さ
吼
J
:
一

く
と
め
ぐ
り
き
て
ゑ
い
や
よ
く
此

t

い
よ
こ
の
わ
す
れ
の
な
か
都
わ
す
れ
の
大

は
ん
に
や
趣
よ
れ
つ
も
つ
れ
っ
せ
っ

1

か
わ
も
愈
¥
の
名
異
に
か
く
れ
な
き
趣
鷲

の
み
山
に
た
へ
な
り
し
隱
み
や
う
の
い
ち
し
を

「
五
四
丁
ウ
」

'
土
く

開
く
な
る
ゑ
い
連
花
ほ
ら
に
や
深
草
の

鳶
通
小
町
の
も
、
よ
草
麓
か
す
く
い
ろ
く

ま
く
ば
い
そ
め
し
よ
り
通
い
も
せ
の

は
し
の
中
た
へ
ず
宝
の
と
抵
そ
の

明
く
れ
に
ゑ
い
み
な
か
み
清
き
こ
と
な
れ

は
い
や
な
か
れ
を
た
て
、
ゑ
い
尾
の
町
に

<

ゑ
い
や
よ
ゑ
い
臼
さ
か
へ
く
て
住
の
江
さ
ま
の
国

松
の
は
い
ろ
は
時
は
さ
ま
灘
や
ら
と
せ
さ
ま

月
「
五
五
丁
ウ
」

の
か
ね
こ
と
に
い
つ
も
姿
は
若
さ
、
ま

^
L
/

一
に
し
き
を
臼
か
さ
る
き
ぬ
へ
さ
ま
い
や

心

ち

み
た
か
く
か
お
、
て
き
た
ち
み
た
そ
く

の
趣
目
出
た
き
御
代
の
い
は
ゐ
草
ゑ
い

千
秋
樂
の
た
め
し
か
や
や
ら
く

遊
女
そ
ろ
へ

さ
れ
は
神
代
の
そ
の
む
か
し
み
と
の

「
五
五
丁
オ
」

付

-169- -168-ー



か
つ
て
ん
じ
や
い
の
ほ
の
く
と
ん
ほ
ん
ほ
、
ん
ほ

.
气
L
 
.
ノ
;
'
.

抵
、
ん
ほ
、
い
や
朝
霧
さ
ま
の
御
出
し
や
い
の
嶋

か
く
れ
ゆ
く
船
人
も
恋
風
さ
ま
に
吹
も

「
五
六
丁
オ
」

と
さ
れ
心
は
う
ち
ょ
ふ
て
ん
ま
で
此
の
ぽ

り
し
ら
す
に
下
り
給
ふ
は
坂
田
さ
ま
の
御
事

.
、
L
 
.

い
や
し
ん
て
き
よ
と
ん
て
き
よ
な
ん
ぞ

a我
も
お
も
ひ
そ
う
ろ
う
臼
う
は
き
の
さ
た

も
金
が
す
る
ひ
と
つ
は
か
い
て
そ
ほ
し
き

金
太
夫
さ
ま
の
御
事
い
や
こ
ん
ど
ご
ぎ
ら
は

「
五
六
丁
ウ
」

"
:
ιよ

い
く
も
て
き
て
た
も
れ
円
い
つ
の
お

.
は
.
^
・

山
の
よ
い
く
な
き
の
は
を
へ
い
や
初
花

圏

さ
ま
の
御
出
じ
や
い
の
船
路
は
る
か
に
な
か
む

れ
は
お
か
や
ま
さ
ま
の
こ
わ
い
ろ
を
三
味
の
し

ら
へ
に
ひ
き
の
せ
て
?
て
ん
ち
り
て
ん

つ
て
、
つ
と
こ
と
の
ね
を
ふ
る
松
風
か
峯

せ
ん
と
は
御
状
下
さ
れ
た
れ
共
つ
い
に
へ
ん

し
の
た
よ
り
も
な
く
さ
て
く
ぶ
さ
た
に

お
も
ひ
ま
い
ら
せ
そ
ろ
へ
く
候
と
つ
こ
1
J

そ
つ
こ
い
あ
す
は
あ
ふ
と
か
い
た
る
文
の

丑
八
丁
オ
」

筆
を
そ
め
の
し
よ
さ
ま
の
御
事
い
や

.
气
」
人
一

色
に
は
出
し
我
恋
は
も
の
や
お
も
ふ
と

.
、
」

、
、

「
五
七
丁
三

さ
A

の
さ
ま
の
御
口
と
い
や
た
そ
か
れ
時
に
か
と
に

:
,
寸
寸
:
'

立
人
は
い
か
さ
ま
我
を
い
や
ま
つ
か
し
の
ぷ
か

区

の
い
や
ひ
ん
の
し
ら
な
み
こ
い
の
わ
か
し

ん
こ
き
ん
に
つ
ら
ね
し
さ
ん
せ
き

.
、
+
、
汎
.

さ
ま
の
御
事
い
や
格
子
く
を
な
か
む
れ
は

回し
ゆ
れ
ん
く
れ
に
ま
き
上
け
て
ゅ
ら
り
く
と

「
五
七
丁
ウ
」

^
t
/
.

せ
い
さ
ん
さ
ま
の
御
出
じ
や
こ
の
こ
い
し
ゆ
か

し
の
き
み
さ
ま
や
さ
て
く
よ
い
く
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と
は
さ
ん
す
か
ほ
に
も
み
ち
の
ち
り
か
、
、

る
い
や
龍
田
さ
ま
の
な
り
ふ
り
や
た
か
い
に

か
け
を
水
か
、
み
お
も
は
ゆ
け
な
る
か
ほ
ぱ

せ
は
井
筒
さ
ま
の
御
事
室
と
い
よ
こ
の
ゑ

「
五
八
丁
ウ
」

し
ま
と
室
と
家
嶋
と
す
し
む
か
い

、
さ
ん
一
選

橋
を
い
よ
こ
の
か
き
よ
や
れ
橋
を
か
き
よ

や
れ
船
は
し
を
ゑ
ち
川
さ
ま
の
お
通
り

イ
,
ノ

゛
、

ち
や
い
の
み
や
は
と
か
め
そ
お
ち
こ
ち

人
も
ぬ
れ
て
ぬ
れ
か
、
る
編
さ
ま
の
御
事

]

い
や
ゆ
め
と
多
E
り
し
た
ま
く
ら
に
あ
か

「
五
九
丁
オ
」

月
か
た
の
か
ね
の
ね
や
あ
か
ぬ
わ
か
れ
を
お

¥
.
^
・

の
へ
さ
ま
の
お
も
わ
く
い
や
命
か
け
て

゛
一

も
よ
い
そ
れ
は
此
君
そ
つ
こ
で
う
け
だ
せ

三
百
両
此
き
ん
さ
ん
さ
ま
の
御
事
い
や
ひ
ょ

ー
:
一

く
連
り
の
か
た
ら
い
も
そ
つ
ち
こ
つ
ち

互
の
心
か
ら
さ
き
さ
ま
吉
ざ
き
さ
ま
の
御
事
い
や

金
十
九
丁
ウ
」

長お
い
に
け
ら
し
な
我
く
ろ
髪
は
白
川
の
み
つ
は

く
む
ま
で
若
山
さ
ま
の
契
1
い
と

こ
ろ
は
ん
じ
や
う
の
た
め
し
な
り
や
ら
く

女
鳥
玉
但
り

や
ん
れ
一
よ
ふ
の
船
を
う
か
め
る
う
み
つ
ら
に

団鰻
な
み
し
つ
か
に
[
ヨ
さ
か
う
し
か
ま
の
浦
の

「
六
十
丁
オ
」

け
い
(
沖
)
に
か
ず
あ
る
嶋
の
名
や
愈
ぼ
し

一
さ
吼
」

め
て
見
ヘ
し
か
み
嶋
や
ゑ
い
も
の
、
ふ

寸か
さ
り
お
き
[
3
た
る
く
ら
か
[
3
け
嶋
^
^
一
な
ら

ひ
し
ふ
と
嶋
う
は
し
ま
や
隱
た
ん
か
を
打

.
さ
.
^
、

な
か
め
い
や
か
し
ま
や
の
し
ま
お
こ
の
嶋

行
船
の
し
ほ
は
そ
め
ね
と
く
ろ
嶋
や
鵬

目
「
六
十
丁
ウ
」

-172-
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ほ
う
ぜ
に
?
く
西
の
嶋
や
け
や
こ
か
ら

打
過
て
雲
を
い
た
、
く
語
の
い
ろ
も

時
は
の
松
嶋
や
こ
ま
も
か
ず
あ
る
あ
し

な
み
に
人
の
よ
わ
ゐ
も
な
か
嶋
と
三
つ
の

か
し
ら
に
お
つ
ぶ
ら
や
建
」
つ
ぷ
ら
に
な
ふ

か
つ
ら
嶋
こ
れ
や
い
わ
ゐ
の
小
松
嶋
ゑ
い
や
ら
(
く
)

「
六
十
一
丁
オ
」

冏
上
さ
ん
昼

浦
ふ
れ
て
あ
わ
し
の
瀬
戸
に
鳴
し
か

回

は
騨
家
島
が
さ
き
に
四
っ
ま
や
こ
も
れ
る
と

租
つ
ら
ね
た
ま
い
し
わ
か
人
の
心
ゐ
ん
げ
に

黒
ふ
ご
や
〔
ヨ
は
る
を
し
ら
す
る
た
か
山
の
趣

か
す
み
も
か
た
く
臼
み
ゅ
る
か
な
こ
嶋
し
つ

も
か
ら
み
に
女
な
ゆ
か
し
き
君
嶋
や

「
六
十
一
丁
之

隱
か
ん
ざ
し
よ
す
口
る
か
つ
ら
嶋
た
れ
か

お
、
い
に
投
石
の
閃
池
に
は
し
、
ま
を
よ
そ

ほ
ひ
て
か
ほ
ど
な
に
あ
る
嶋
く
を
め

く
り
く
ば
も
の
も
口
択
も
し
か
ま
は
ほ
ど

ち
か
や
お
ふ
ね
な
た
よ
し
じ
や
や
ら
く

櫻
揃

「
六
十
二
丁
オ
」

や
ん
れ
さ
く
ら
さ
く
廼
と
ふ
山
と
り
の

し
た
り
お
の
趣
な
か
く
し
ほ
も
口
あ
か
ぬ

い
ろ
か
を
み
ょ
し
の
、
ゑ
い
や
よ
く
此

一
」
ー
、
,

吉
野
、
山
を
ゆ
き
か
と
み
れ
は
[
3
ゆ
き

国で
は
閃
あ
ら
で
う
、
や
ア
、
こ
れ
の
花
の
ふ
か
き

よ
の
う
、
愈
か
へ
さ
は
わ
す
る
花
の
も
と
ゑ
い

W
「
六
十
二
丁
ウ
」

を
す
、
む
る
さ
か
っ
き
の
建
た
ひ
か
さ
な

れ
ぱ
あ
三
さ
き
な
ゑ
趣
さ
く
ら
の
花
も
ひ

さ
く
ら
に
な
れ
は
目
も
と
は
し
ほ
か
ま
の

灘
う
ら
め
し
か
り
し
は
つ
風
も
隱
よ
き

.
」
コ
、
L
 
.
A
'
」

て
は
ふ
か
で
ち
り
ぬ
れ
は
い
や
あ
お
ば
ま
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で
み
れ
ぱ
心
も
と
ま
る
か
な
畷
ち
り
に
し

「
六
十
三
丁
オ
」

国

は
な
の
名
こ
り
ぞ
と
つ
ら
ね
た
ま

へ
し
こ
と
の
は
を
{
唖
げ
に
こ
と
は
り
と

打
な
か
め
趣
ま
た
く
る
は
る
を
ま
つ
か
へ

に
や
ら
く

や
ら
目
出
た
い
の
鶴
は
千
年
亀
は

目
「
六
十
三
丁
ウ
」

団

万
年
臼
ま
つ
は
ち
と
せ
の
世
、
を
へ
て

翁
は
い
ろ
は
お
な
し
深
み
と
り
か
、
る

め
て
た
き
ま
つ
な
り
[
ー
ヨ
い
こ
く
た
い
こ
く

我
て
う
に
松
を
目
出
と
ふ
い
ヤ
る
金
一

先
っ
正
月
に
は
か
と
ま
つ
[
3
か
な
た
こ
な
た
と

{
当
N

f

い
わ
ゐ
け
る
ゑ
い
よ
く
此
君
か
代
の
久
し

「
六
十
四
丁
オ
」 杉

}
舗

.
さ
吼
・

か
る
べ
き
た
め
し
に
わ
0
か
ね
て
ぞ

;
}

う
へ
し
住
吉
の
ま
つ
や
よ
ゑ
い
や
載
お

も
し
ろ
松
の
め
い
ぽ
く
お
、
け
れ
と
な
を

も
そ
の
名
は
高
砂
の
松
の
み
と
り
も
き

み
か
代
[
3
さ
か
へ
さ
こ
う
る
目
出
た
さ
は
摂
津
は

り
ま
の
さ
か
へ
の
松
と
臼
和
田
の
か
さ
ま
つ

「
六
十
四
丁
ウ
」

か
う
や
さ
ん
て
は
さ
ん
こ
う
の
松
と
圃
志
賀

唐
さ
き
の
一
つ
ま
つ
今
に
た
へ
せ
ぬ
名
木
よ

お
と
に
き
こ
へ
し
越
前
の
趣
し
ほ
こ
し
ま

つ
と
は
こ
れ
と
か
や
か
、
の
国
て
は
あ
た
か

の
ま
つ
と
口
は
る
く
た
つ
ね
臼
こ
、
に
す
る
が

の
や
み
ほ
の
松
は
ら
せ
い
け
ん
じ
こ
と
に

「
六
十
五
丁
オ
」

北
野
、
お
い
ま
つ
支
県
く
な
る
臼
御
代
に

住
よ
し
の
ま
つ
は
時
は
の
色
そ
か
し

ち
ょ
も
と
し
ふ
る
は
る
こ
と
に
趣
な
を

-176-
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い
ろ
閉
ま
さ
る
姫
こ
ま
つ
や
ら
く

伏
見
下
り

や
ん
れ
は
ん
せ
い
と
う
と
ふ
ひ
や
う
し
の

目
「
六
十
五
丁
ウ
」

"
イ
'
.

の
伏
見
よ
り
{
趣
り
う
と
ふ
け
き
し
ゆ
の
お

船
に
召
れ
口
さ
ほ
を
さ
す
ひ
の
く
も
り
な

く
ゑ
い
ゆ
、
し
き
お
ん
な
と
り
か
ぢ
や

お
も
か
ち
に
又
ま
き
あ
く
る
み
す
の
つ

,
、

み
の
は
る
く
と
騎
よ
ど
の
川
せ
の
よ
ど
み

な
く
な
み
の
花
こ
そ
は
る
は
ま
た
ま
な

「
六
十
六
丁
オ
」

く
よ
す
ら
め
臼
な
か
め
あ
か
さ
ん
と
心
う

き
つ
の
明
神
の
{
趣
か
ね
こ
ん
く
と
き
つ

火
.
一
で
,
.
M
て

ね
川
男
山
に
し
立
た
も
ふ
い
や
や
わ
た

の
み
や
ゐ
と
伏
拝
み
愈
け
に
や
ま
こ
と
此

か
み
は
ゆ
み
や
ま
も
り
の
深
け
れ
は
は
こ
ぶ

な
か
ら
心
と
、
む
る
せ
き
と
の
ゐ
ん
の

,
、

1
1む

か
し
【
趣
わ
す
れ
は
せ
し
な
た
び
人
の

ま
く
さ
か
り
こ
や
く
す
ぱ
や
し
ん
き
ゑ
い
や
よ

長

く
此
う
ど
の
、
あ
し
の
つ
の
く
も
ゐ

い
せ
人
た
び
人
四
な
れ
ば
お
、
き
い
そ
嶋
。
き
ん

「
六
十
七
丁
オ
」

や
ひ
ら
か
た
天
の
川
み
ち
や
か
た
の
、
、

草
ま
く
ら
鰻
な
る
、
も
心
か
ら
さ
き
の

趣
っ
き
よ
の
ち
り
の
あ
く
た
川
て
ぐ
ち

み
し
ま
へ
こ
き
ゆ
け
は
こ
や
の
さ
ん

し
や
う
は
こ
れ
と
か
や
口
ふ
ね
に
ほ
う
ま
く

は
し
ら
本
.
か
ち
か
ふ
お
と
の
せ
ん
し
や
う
が

「
六
十
七
丁
ウ
」

花
や
い
ま
ぎ
り
う
ち
な
か
め
臼
は
る
の

あ
ゆ
み
の
ひ
ま
も
な
く
臼
ゑ
い
橋
本
や
ま

「
六
十
六
丁
ウ
」

さ
き
う
ち
す
き
て
ょ
そ
に
み
な
す
と
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け
し
き
と
さ
ゑ
つ
れ
る
趣
と
り
か
い
な
れ
は

圈

む
め
さ
く
ら
建
禾
松
は
天
神
の
う
へ
し

た
ま
い
し
佐
田
の
み
や
き
ぬ
か
た
も
と

に
お
る
も
ん
の
糸
も
、
つ
つ
く
し
こ
ぱ
ん
し
ま

一
、
、
L
.
^
、
か
い
と
う
下
り
 
q
寸
:
、
倭
}

ゑ
い
お
も
し
ろ
の
花
や
さ
か
り
や
臼
な
が

「
六
十
八
丁
オ
」

.
、
L
 
'
'
'
一

め
も
お
、
き
め
い
し
よ
か
な
ひ
と
つ
や

江
ぐ
ち
を
う
ち
す
き
て
さ
ん
ほ
う
じ

一
さ
:
6

1

川
原
に
口
っ
く
と
の
み
わ
た
せ
は
す
い

た
の
里
と
よ
こ
な
た
に
し
も
し
ま
へ

"
-
L
 
-

た
む
ら
あ
め
は
ふ
ら
ね
と
森
口
今
一

、
:さ

ん
ぱ
た
い
か
い
お
ん
ぽ
ら
じ
ま
た
き
な

「
六
十
八
丁
ウ
」

つ
に
は
あ
ら
ね
と
も
翻
わ
が
い
と
[
3
な
み
を

し
つ
の
め
の
布
を
さ
ら
し
の
し
ゆ
く

こ
へ
て
て
る
や
は
る
日
の
な
が
ら
の
お
里
口

宿
を
か
す
か
い
の
蔵
そ
の
あ
る
し
や
源

.
、
小

団

八
か
引
あ
み
臼
し
ま
や
川
さ
き
の
そ
ら

も
心
も
は
れ
ゆ
け
は
な
に
わ
あ
た
り

「
六
十
九
丁
オ
」

の
明
ほ
の
に
.
は
や
大
口
坂
に
付
に
け
る
や
ら
く

時
そ
と

回

や
ん
れ
時
そ
と
て
さ
き
も
の
こ
ら
ず

.
J

ち
り
も
ま
た
嘉
は
し
め
て
円
に
わ
の
い
と

さ
く
ら
趣
見
に
く
る
人
は
し
ゆ
ゑ
ん
の
は
し

め
[
ヨ
ま
ふ
や
う
た
ふ
や
ゑ
て
ん
ら
く
此

目
「
六
十
九
丁
ウ
」

一
山
1
瓢
M

か
し
わ
き
の
ゑ
も
ん
な
ま
り
を
と
ん
と

『
,
』
ψ
、
.

け
て
ゑ
い
や
よ
く
此
お
と
ろ
い
て
こ
の

し

に
け
た
く
よ
み
す
の
此
う
ち
の
か
ら

ね
こ
と
趣
っ
た
へ
は
こ
れ
な
る
に
わ
の
梅

]

長

い
や
い
ち
の
小
枝
に
ょ
い
そ
れ
は
さ
つ
さ

そ
つ
こ
で
く
よ
い
此
く
く
の
う
そ
か
や
と
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、
「
七
十
丁
オ
」

ま
り
で
こ
と
ひ
く
ひ
、
き
で
の
ほ
い
ゑ
い

や
ん
れ
は
な
が
ち
る
お
い
て

御
船
お
ろ
し

や
ら
目
出
た
い
の
御
船
あ
ら
た
に
つ
く

ヨ
{
一

り
た
て
陣
さ
ん
銀
し
ゆ
ぎ
よ
く
も
ち
り

は
め
て
[
ヨ
た
く
み
こ
と
な
る
お
ん
よ
そ
お
ひ

W
「
七
十
丁
ウ
」

は
こ
れ
や
此
一
「
^
り
よ
う
と
う
け
き
し
ゆ
も

か
く
や
ら
ん
趣
に
し
き
の
と
も
つ
な
ら

ん
の
か
ち
臼
花
鳥
風
月
の
お
ん
あ
そ

び
け
ふ
に
し
よ
う
し
て
せ
ん
し
う
ば
んさ

A

ぜ
い
ち
ょ
に
や
く
を
高
砂
の
い
や
松
の

]

み
ど
り
も
は
る
く
れ
ぱ
時
は
か
き
ほ
も

「
七
十
一
丁
オ
」

花
の
山
遜
け
ふ
に
し
よ
ふ
し
て
さ
ぽ

、

を
さ
す
君
を
い
わ
ゐ
た
て
ま
つ
る

道
中
壱

や
ん
れ
玉
ぽ
こ
の
み
ち
の
く
た
る
御
代

子
一

な
れ
は
趣
く
も
ら
ぬ
月
の
み
や
こ
よ
り

花
の
お
江
戸
の
み
ち
す
か
ら
蔵
よ
る
(
と
)

目
「
七
十
一
丁
ウ
」

お
れ
共
ひ
る
ゆ
け
と
し
ゆ
う
し
さ
い
に

目
出
た
ふ
て
{
趣
名
所
を
な
か
め
こ
せ
き

を
か
ん
し
ま
こ
に
拍
子
を
取
ら
せ
っ
つ
口

ゆ
さ
ん
な
か
ら
の
道
と
か
や
と
ま
り
く
や

む
ま
つ
き
を
京
を
た
ち
出
よ
き
道

.
、
L
 
+

つ
れ
に
こ
の
逢
坂
の
せ
き
の
清
水
で

「
七
十
二
丁
オ
」

か
け
み
1
一
ま
こ
や
ひ
く
ら
ん
の
り

か
け
の
今
は
大
津
の
う
ら
を
過
趣
草

津
に
や
と
を
か
り
ね
し
て
し
か
と

-183- -182-



江
、
ト

一
よ
は
石
部
の
し
ゆ
く
里
は
小
里
て
や
ま

^

よ
せ
て
な
れ
と
よ
の
ま
子
の
こ
い
す
る

水
口
'
一
こ
ま
に
打
の
り
士
山
を
こ
ゆ
る

「
七
十
二
丁
ウ
」

す
、
か
の
坂
の
下
夕
せ
き
の
地
そ
う
を
ふ
し

拝
み
趣
代
は
百
年
の
砥
山
や
ゑ
い
や
よ
く

ヨ
.

此
千
代
ま
て
も
こ
、
に
住
居
を
せ
ふ
の

[

囲

し
ゆ
ー
い
口
た
れ
か
み
て
さ
へ
か
た
そ
ふ

な
口
お
、
有
か
た
そ
ふ
石
薬
師
し
は
し

や
と
お
ぱ
か
り
そ
め
て
人
の
な
さ
け
に

「
七
十
三
丁
オ
」

恢
た
さ
れ
て
尋
釜
か
は
た
、
ぬ
四
日
市
(
ぎ

一
J

氣
よ
け
れ
は
船
に
の
ゑ
趣
く
わ
な
の
渡
し

や
こ
の
つ
き
に
け
る
や
ら
く

ノ
ノ

ノ

同
二

名
所
く
は
宮
に
つ
く
遜
1
か
た
し
け
な
く
も

こ
の
か
み
は
へ
り
は
あ
つ
た
の
明
神
な

困
「
七
十
三
丁
ウ
」

れ
は
信
あ
れ
は
か
な
ら
す
[
3
ふ
う
き
ゑ
い

<
1花

に
な
る
み
が
た
花
も
ち
り
う
の
宿
を

過
人
に
心
は
お
か
さ
き
の
口
し
ゆ
く
に
入
ぬ
れ
ぱ

馬
方
が
と
ろ
り
く
と
む
ま
お
ひ
か
け
て

1

ゑ
い
花
む
ら
さ
き
の
臼
藤
川
や
ふ
け
ゆ
く

よ
わ
も
し
ら
く
と
あ
か
坂
過
て
こ
ゆ
の
宿
い
や

「
七
十
四
丁
オ
」

ん笠
を
か
た
む
け
田
う
た
を
あ
け
て
い
や

そ
と
め
の
う
へ
し
さ
な
へ
の
い
つ
に
ま
に

隱
く
ろ
み
て
は
ら
む
吉
田
か
な
お
、
な

は
ふ
た
川
と
き
く
な
り
臼
み
へ
ぬ
ふ
ち
せ
の

あ
る
し
や
な
し
た
れ
か
お
す
へ
て
し
ら

す
か
や
お
、
今
見
る
水
に
あ
ら
井
川
趣

「
七
十
四
丁
ウ
」

回

イ

ま
ヘ
坂
と
ふ
れ
お
も
し
ろ
や
さ
、
ん
さ
濱
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ま
つ
の
し
ゆ
く
を
過
れ
は
天
り
う
川
{
趣

さ
ん

わ
た
し
の
船
に
打
の
り
て
た
ん
だ
お
せ

イ
气
b

お
、
せ
お
さ
し
ま
せ
お
し
て
お
船
の
う
ゑ
に

へ
い
と
ろ同

三

「
七
十
五
丁
オ
」

御
目
は
つ
か
し
や
人
の
し
な
こ

;

.
、
、

圏

み
つ
け
の
し
ゆ
く
と
か
や
趣
風
ふ
く

ろ
い
を
過
行
ぱ
此
き
し
へ
に
臼
浪
は
か

け
か
は
や
西
坂
の
わ
ら
ひ
も
ち
臼
や
あ

ね
る
、
ら
ん
か
な
や
の
し
ゆ
く
に
つ
く

か
わ
る
ふ
ち
せ
に
大
井
川
た
が
お
い
そ
め
て

目
「
七
十
五
丁
ウ
」

し
ま
た
と
名
を
は
つ
け
つ
ら
ん
松
に

は
ら
、さ

く
ふ
し
ゑ
だ
や
日
数
つ
も
ら
ん
お
か
べ

の
し
ゆ
く
[
ヨ
そ
こ
で
た
ぬ
き
の
は
ら
つ

.
、

み
こ
の
ひ
や
う
し
を
と
り
て
う
つ
の
や
へ
い
口

う
つ
の
山
邊
を
過
行
は
か
ら
な
馬
方
く

つ
の
ね
も
建
ま
り
こ
の
し
ゆ
く
や
た
か
、
ら
ん

「
七
十
六
丁
オ
」

た
ひ
を
す
る
か
の
府
中
に
つ
け
は
口
あ

た
り
に
お
、
き
名
可
i
か
な
こ
の
ゑ
じ
り

を
す
き
て
ゆ
く
ほ
と
に
霜
わ
ず
か

さ
す
に
ね
つ
お
き
つ
す
ま
は
み
や
こ

.
f
:
.

か
ゆ
い
そ
れ
ゆ
い
か
ん
は
ら
を
い
や
ふ
し

一
ノ
ユ
.
辻

の
枯
山
を
や
そ
れ
ふ
し
の
お
山
は
う
し

「
七
十
六
丁
ウ
」

ろ
に
こ
さ
ー
い
臼
み
ほ
の
松
は
ら
ま
へ
に

見
て
い
つ
も
ゆ
さ
ん
を
す
る
人
は
趣
よ
は
よ
し

原
や
は
ら
の
宿
趣
ぬ
ま
つ
と
き
け
は

い
に
し
へ
の
あ
や
め
ま
こ
も
の
お
さ
と
や
羅

雲
ま
も
い
つ
の
月
か
げ
こ
よ
い
み
し
ま

の
し
ゆ
く
に
つ
く
み
代
は
目
出
た
ふ
い
つ

、
ノ
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「
七
十
七
丁
、

.
さ
.
人
"
」

ま
て
も
懇
お
さ
ま
る
は
こ
ね
の
か
し
の

木
坂
を
趣
」
ゆ
れ
は
お
江
戸
は
ほ
ど
ち
か

や
あ
さ
の
お
た
わ
ら
打
過
て
山
う
し

ろ
に
お
、
磯
の
四
し
ゆ
く
を
す
く
れ
ば
ひ
ら

つ
か
や
趣
藤
沢
と
つ
か
は
い
そ
き
け
る
み

ち
は
か
抵
ど
か
や
に
つ
く
硯
り
を
な

「
七
十
七
丁
ウ
」

ら
し
筆
を
そ
め
一
趣
ま
た
い
と
け
な
き

子
供
ら
が
い
ろ
は
を
か
き
な
か
す
臼
し
ゆ
く

の
名
や
か
な
川
灘
河
さ
き
品
川
う
ち
過
て

御
代
は
萬
年
末
代
の
愈
蓊
江
戸
に
[
ヨ
は
や

く
つ
き
に
け
る
や
ら
く

船
さ
い
文

「
七
八
丁
オ
」

甲
,仰

く
は
ら
い
清
め
奉
ゑ
趣
御
船
玉

の
本
し
を
口
た
っ
ぬ
る
に
趣
か
う
て
い
の
臣

下
に
蔦
く
わ
て
き
と
い
、
し
人
あ
る
鱈
有

回時
て
い
じ
や
う
池
の
面
を
趣
み
わ
た
せ
は

冴
差
う
に
^
の
り
た
る
[
ー
ー
く
も
の
ふ
る
ま
い
た
く

み
て
{
趣
船
を
つ
く
り
た
り
鳶
釼
我
て
う

目
「
七
十
八
丁
ウ
」

回

に
て
も
臼
紀
州
熊
の
、
櫂
現
や
ゑ
い
や
よ
く

,
、
,
L
吼
:

此
御
山
よ
り
九
本
の
大
木
と
り
出
し

ι
魚
伊
勢
の
国
二
見
か
砥
Υ
フ
ら
に
し
て
七
十

{
魯
問
に
臼
や
ら
い
を
ゆ
い
臼
ゼ
重
に
し
め
は
り

の
ほ
、
ん
よ
鱈
そ
の
八
重
垣
の
う
ち
に
し

て
{
亀
船
を
作
り
た
ま
ふ
灘
お
ん
と
き
[
ヨ
も
ろ

「
七
十
九
丁
オ
」

く
の
翻
神
た
ち
あ
つ
ま
り
工
趣
第
一
住

吉
大
明
神
趣
船
玉
い
わ
ゐ
お
さ
め
給
ふ
ゑ
い

.
气
L
4
J
:
,

1

や
よ
く
此
先
海
は
り
う
く
う
界
の
し
き
地

,
:

な
り
ふ
な
そ
こ
は
八
大
龍
王
と
も
名
付
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さ
'

給
ふ
な
り
棚
か
三
か
い
上
は
た
な
が
正
八
ま
ん

イ

大
ほ
さ
つ
中
た
な
が
春
日
大
明
神
共
名
付
(
給
)

「
七
十
九
丁
ウ
」

さ
'

1

梶
木
は
あ
わ
し
ま
の
大
明
神
ろ
か
い
は
ひ

沙
門
天
お
も
て
は
く
ん
た
り
や
し
や
明
王

と
も
は
こ
ん
大
龍
ふ
大
日
如
来
と
名
付
給
ふ

ナ

さ
ん

な
り
船
玉
の
本
地
は
十
一
爾
観
世
音
?
と

柱
は
天
照
太
神
宮
天
の
さ
か
ほ
こ
と
も
名寸

さ
'

付
玉
ふ
な
り
蝉
口
車
は
は
う
お
う
童
子
け

「
八
十
丁
オ
」

た
打
廻
し
は
日
本
大
一
大
り
う
ご
ん
げ
ん
共

さ
'

名
つ
け
玉
ふ
な
り
帆
は
法
花
経
の
八
の
巻

右
手
の
手
な
は
、
金
剛
か
い
め
て
の
手
縄
は

さ
メ

菩
蔵
界
に
も
ひ
ょ
ふ
さ
れ
た
り
帆
あ

1イ

し
は
千
手
く
わ
ん
お
ん
と
も
名
付
玉
ふ
な

さ
厶

り
み
な
は
は
つ
を
は
文
殊
不
現
梶
は
す

「
八
十
丁
ウ
」

い
神
な
り
と
こ
は
あ
た
ご
大
こ
ん
け
ん
苫
は

さ
ん

天
人
の
羽
衣
と
な
つ
け
玉
ふ
な
り
綱
が

.

三
本
男
綱
女
綱
と
て
こ
き
よ
う
此
き
つ
な

J

な
り
ま
た
は
ゑ
ん
の
行
者
の
か
い
の
を
に
も

さ
ノ

ひ
や
う
さ
れ
た
り
み
お
し
は
三
ケ
月
の
御
神

{

た
い
さ
か
り
は
し
ら
ひ
け
大
明
神
な
が
へ
の

「
八
十
一
丁
オ
」

し
や
く
は
弁
財
天
王
共
な
つ
け
給
ふ
な
り

1

さ
'
"し

や
た
つ
は
こ
う
も
く
天
戸
た
て
は
天
ま
の

岩
戸
な
り
よ
こ
か
み
は
高
間
が
原
あ
ま
は

さ
ん

こ
ん
こ
う
と
、
つ
じ
共
な
つ
け
玉
ふ
な
り
船

J

印
は
ほ
ん
て
ん
た
い
し
や
く
貫
抜
は
日
天

月
天
碇
が
三
ほ
ふ
こ
う
し
ん
あ
か
と
り
は

「
八
十
一
丁
ウ
」

き
ノ

正
ほ
う
天
烹
共
名
つ
け
給
ふ
な
り
垣
立
は

二
十
五
の
ほ
さ
つ
ま
く
は
天
の
二
十
八
し
ゆ
く
池
の

三
十
六
き
ん
な
り
み
さ
ほ
か
三
本
一
本
に
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て
は
ゑ
ん
の
行
者
の
金
剛
つ
ヘ
共
な
つ
け

付

さ
J

給
ふ
な
り
択
一
本
は
し
ゆ
う
し
さ
い
天
神

]

の
御
し
や
く
な
り
ま
た
一
本
は
不
動
明
王
の

「
八
十
二
丁
オ
」

江
戸
"
な
お
し

り
け
ん
と
な
つ
け
た
ま
ふ
な
り
趣
あ
く

ま
こ
う
ぶ
く
お
ん
て
き
趣
し
や
う
め
つ
く
わ
ん

し
や
う
お
ろ
し
た
て
ま
つ
る
蔵
あ
ら
有

難
の
御
船
や
趣
大
は
ん
に
や
[
ヨ
は
ら
み
つ
の
.

か
ち
の
こ
ゑ
か
い
中
ヘ
の
り
識
し
臼
お
も
ふ
み

な
と
に
つ
き
に
け
る
う
れ
し

「
八
十
二
丁
ウ
」住

喜
二
十
一
か
わ
り

や
ん
れ
君
か
代
の
久
し
か
る
へ
き
た
め
し

と
て
陣
っ
ゑ
を
き
玉
ふ
住
よ
し
の
{
趣
松
吹

風
に
ゆ
め
さ
め
て
お
も
ひ
た
つ
こ
そ
か
み
の

さ
人

つ
け
ゑ
い
や
よ
く
此
道
し
は
の
道
の

も
の
と
て
茶
や
す
た
れ
魚
な
か
れ
を
立

1

「
八
十
三
丁
オ
」

さ
'

し
お
も
か
げ
や
い
や
か
け
こ
そ
う
つ
れ

川
水
に
こ
り
か
き
き
よ
め
住
よ
し
の
灘

は
ま
路
を
ひ
ろ
ふ
千
鳥
あ
し
い
や付

さ
ん
小
六
ふ
し

つ
れ
に
ひ
か
れ
て
い
つ
と
な
く
趣
あ
け
の

上
ざ
ん

玉
か
き
み
し
め
な
わ
ゑ
い
や
よ
く
此
ち
は
や

1

ふ
る
あ
ま
の
岩
戸
に
お
の
つ
か
ら
遜
冨
り
し

目
「
八
十
三
丁
ウ
」

さ
メ

神
代
の
か
っ
ら
草
い
や
い
ろ
こ
そ
は
る
の

寸

空
な
れ
ど
な
つ
草
し
け
る
最
中
な
るさ

J

魚
秋
の
お
花
は
そ
て
の
ふ
ゅ
い
や
雪
か
と

j

は
ら
ふ
四
方
の
て
い
こ
れ
は
な
に
さ
ま
せ

ん
き
や
う
に
騨
い
る
や
あ
や
じ
や
み
ち
と

さ
ん

せ
に
い
や
い
ち
ど
花
咲
ほ
ん
ほ
、
ど
、
ん
ど

「
八
十
四
丁
オ
」

つ
こ
い
よ
そ
の
や
れ
そ
の
桃
は
あ
り

,
、
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は
こ
り
や
ど
ん
ど
ヘ
趣
し
や
う
が
ぬ
す
み
し

さ
ん

イ
;
リ

る
り
の
つ
ぽ
い
や
匂
ひ
も
た
か
き
う
ち

薬
お
い
ら
く
の
老
を
た
す
く
る
竹
の

b

つ
へ
ー
を
ふ
し
こ
め
て
ゆ
く

」
t
〔
ノ

と
し
ぞ
い
や
く
ち
や
せ
ま
し
や
ら

「
八
十
四
丁
ウ
」

」

ん
か
ん
に
建
馬
も
す
、
ま
ず
ひ
さ
く
り

さ
A

こ
も
て

げ
い
や
し
は
し
や
す
ろ
い
や
れ
ー

1

と
へ
は
松
に
こ
た
へ
ぬ
風
ぞ
吹
し
や
ん
と

た
れ
お
か
も
灘
知
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
い
や

さ
ノ松

は
む
か
し
の
み
し
り
ご
し
鵬
あ
な

う
れ
し
う
ま
し
や
蕉
い
つ
く
し
花
や

「
八
十
五
丁
オ
」

ど
の
悪
疋
ぞ
こ
と
は
の
花
の
ゑ
ん
い
や

回

R

]

そ
の
花
た
も
汎
此
た
び
は
ぬ
さ
と
り

さ
'

あ
へ
ぬ
か
み
ま
い
り
あ
わ
し
ま
か
み

i

足と
す
み
ょ
し
と
め
う
と
に
て
鰍
い
も
せ

ノ
ノ

団

、
ー
'

を
ま
も
る
御
ち
か
い
い
や
有
明
の
尋
ぢ
れ

な
く
見
ヘ
し
わ
か
れ
よ
り
お
の
が
な
く

「
八
十
五
丁
ウ
」

さ
ん

ね
は
け
い
と
う
け
い
や
き
み
か
手
な
れ

寸

の
手
ま
り
の
花
は
ひ
ふ
み
ょ
こ
、
の
よ

と
ん
と
お
ち
て
亜
か
た
る
な
お
み
な
へ
し

趣
か
み
と
り
あ
げ
て
な
で
し
子
の
草

さ
'

は
の
に
さ
く
あ
た
1
官
よ
い
や
お
ら
は
と
く

1

お
れ
ち
ら
ぬ
ま
に
さ
つ
さ
の
ゆ
り
に

「
八
十
六
丁
オ
」

ゆ
り
か
け
て
建
さ
つ
と
ゆ
り
か
け
こ
ひ

め
ゆ
り
と
け
て
そ
い
ね
の
と
こ
な
つ
よ

J

さ
'

い
や
み
せ
に
盛
の
花
な
れ
は
魚
か
み
の
ま

に
く
お
り
は
へ
て
載
い
ざ
く
か
く
ら
を

R

さ
、
け
ん
と
ゑ
い
や
よ
く
此
お
の
が
と
り
く

や
れ
打
ち
な
ら
す
た
い
こ
ひ
や
う
し
に
す
、
、

「
八
十
六
丁
ウ
」
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ゞ
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ゞ
゛
し
一
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'
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ゞ
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、
>
ノ
,
"
,
,
、
ノ
,
,
,
,
人
 
J
 
ゞ
,
、
゛
,
ノ
ゞ
,
ノ
、
斗
)
、
イ
シ
,
、
"
ー
'
、
ヘ
,
、
、
、
勺
、

の
音
が
と
、
と
ん
ど
か
ら
く
と
ヘ
{
趣
て
じ

な
を
つ
く
す
き
ね
が
そ
で
{
尋
っ
る
は
か

回

ち
り
き
し
ん
と
う
の
ふ
し
ぎ
な
り
〔

き
く
も
、
こ
た
く
せ
ん
や
ら
く

七
つ
か
わ
り

イ

や
ん
れ
し
の
ふ
れ
と
鶏
い
ろ
に
は
出
し

「
八
十
七
丁
オ
」

我
恋
は
も
の
や
お
も
ふ
と
お
も
ひ
し

さ
ん
土
佐
ふ
し

き
み
が
ゑ
い
や
よ
く
み
や
ま
か
つ
れ
の

J

う
く
い
す
の
ま
た
里
な
れ
ぬ
こ
わ
ね

に
て
た
つ
ね
ら
れ
た
よ
く
む
ね
は
と

き
く
じ
や
シ
ャ
ハ
う
れ
し
ヘ
隱
お
ら
か
ら

よ
し
や
い
つ
ま
て
か
い
わ
で
月
日
を

目
「
八
十
七
丁
ウ
」

す
き
ぬ
か
と
ゑ
い
さ
し
て
い
か
、
し
の
ば

ん
と
お
も
ひ
そ
め
に
し
こ
ろ
よ
り
も

あ
へ
す
お
て
を
と
る
や
れ
手
を
と
る
な

や
れ
手
を
と
る
な
よ
そ
の
た
も
と
も
し

り
も
せ
で
一
趣
そ
の
と
き
君
の
お
こ
と
ぱ
に

1
L

此
我
は
う
き
草
よ
ほ
う
や
よ
ほ
い
く

「
八
十
八
丁
オ
」

さ
そ
さ
ま
は
み
つ
か
さ
そ
ふ
み
つ
お
ぱ
ま

つ
ぱ
か
り
し
や
さ
、
さ
ん
か
ら
が
は
ぬ
れ

さ
ノ

か
け
た
し
ゆ
ん
で
き
た
ぞ
な
は
、
し

」

ゆ
ん
て
き
た
そ
な
た
い
く
こ
い
は
く
な
さ

て
も
し
ゆ
ん
で
き
た
そ
な
与
兵
と
の

よ
い
く
さ
つ
さ
よ
い
此
ま
こ
と
に
さ
あ
口

「
八
十
八
丁
ウ
」

お
も
ひ
さ
ひ
ょ
く
れ
ん
り
の
中
と
な
る

く
ま
を
は
ら
ひ
う
ち
こ
む
手
に
は
じ

ゆ
ふ
く
を
い
た
き
せ
ん
し
、
つ
ら
く
に
は
た

あ
り
や
、
お
と
り
は
あ
り
や
く
は
つ
は

さ
ん

よ
い
ゑ
い
く
ふ
り
た
す
か
い
な
に
あ

付
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み
を
な
て
つ
さ
す
り
の
ふ
し
な
も
の

一
八
十
九
丁
オ
」

よ
よ
い
く
く
ゑ
い
釼
ま
ん
ざ
い
ら
く
に
は

:
ー
」
吟
な
打
し

命
を
の
へ
つ
の
は
し
つ
ゑ
い
さ
て

あ
い
を
い
の
松
の
風
藤
さ
つ
さ
の
こ
ゑ

か
う
た
、
ね
の
遜
ま
く
ら
に
ひ
0
、
き
目
が

覚
て
趣
お
も
へ
は
こ
れ
は
な
か
ゆ
め
し
や

ゆ
め
に

「
八
十
九
丁
ウ
」魚

揃

や
ん
れ
う
を
の
名
を
お
よ
そ
あ
つ
め
て

わ
か
に
し
て
ふ
し
も
お
り
く
い
り
さ

イ

+
Ξ
 
E

け
四
趣
中
に
も
梅
の
は
な
か
つ
ほ
ゑ
い

上
さ
ん

1

や
よ
く
此
見
て
臼
も
よ
や
あ
し
も
よ
し

の
、
さ
く
ら
た
い
0
ほ
、
フ
て
う
風
に
も
ふ

「
九
十
丁
オ
」

か
れ
て
や
趣
っ
ろ
こ
ち
ら
す
る
も
み
ち

ふ
な
鱈
み
つ
の
み
と
り
も
う
を
こ
の
み

魚
も
こ
い
路
に
や
せ
の
川
ひ
げ
を
し
ま

ん
か
な
ま
つ
ら
が
ぬ
め
り
せ
つ
た
の
川

う
な
き
た
て
を
つ
く
し
て
し
く
ち
の

し
そ
う
こ
ち
に
ち
ぬ
し
や
く
ほ
ら
さ

目
「
九
十
丁
ウ
」

ら
さ
け
て
浮
世
く
る
ひ
を
す
る
め
い
か

さ
か
な
め
せ
と
て
さ
る
ふ
り
は
ふ
る
は
す

ず
き
や
あ
め
の
う
を
鱈
村
立
て
は
く
も

た
こ
の
愈
く
ら
け
の
か
け
や
か
く
す
ら
ん

艦
海
に
も
い
な
の
お
笹
原
そ
よ
と
は
か
り

さ
ん

イ

は
ふ
く
と
汁
い
や
岸
陰
に
す
む
の
ふ

「
九
十
一
丁
オ
」

吐
L
/

こ
の
も
し
や
な
柳
ぱ
い
ま
た
の
灘
か
み
を

け
つ
る
か
く
し
あ
わ
ひ
ち
や
せ
ん
や
つ
こ

、
L
メ

り
や
さ
と
う
た
ふ
た
る
い
や
あ
ふ
ら
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た
ら
く
と
ろ
と
い
や
か
ね
つ
け
て

け
ん
し
や
ふ
り
く
し
て
た
ん
こ
ふ
り
の

趣
け
し
や
う
を
す
れ
は
つ
や
も
よ
く
お
こ

「
九
十
一
丁
ウ
」

御
前
の
か
、
み
う
を
趣
い
ろ
し
ろ
魚
も
口

の
し
ろ
も
お
や
に
そ
こ
し
ん
そ
こ
に
べ

の
か
す
の
子
供
の
よ
ふ
ひ
く
は
に
し
ん

か
ら
ざ
け
な
ま
さ
け
の
趣
あ
ぢ
に
も

ま
す
や
あ
ゆ
の
す
し
趣
ま
た
な
ま

な
れ
や
う
し
丸
の
す
し
の
う
ゑ
な
る

「
九
十
二
丁
オ
、

石
か
れ
も
つ
り
の
い
と
よ
り
か
け
こ
た
い

R

ゑ
い
や
よ
く
此
お
も
く
と
も
ひ
き
や
げ

と
ゑ
い
や
く
さ
ら
く
ひ
き
な
づ
し

j

{
趣
っ
き
の
出
し
ほ
も
い
り
し
ほ
も
さ
せ
と

ひ
け
と
も
ま
な
か
っ
を
慧
い
そ
か
わ
し
げ

よ

に
[
3
今
当
な
み
の
う
へ
よ
り
も
遜
一
と
ひ
う

、
J

「
九
十
二
丁
ウ
」

を
の
ひ
れ
を
の
し
藤
た
ち
う
を
さ
や

さ
め
し
や
ち
ほ
こ
の
鱈
あ
ら
お
そ
ろ
し

の
わ
に
の
口
ご
ま
め
い
わ
し
を
ゑ
ご
の
み

に
こ
の
む
く
し
ら
や
あ
ふ
ら
う
を
あ

ん
こ
ば
け
ら
に
嶋
め
く
り
趣
お
ひ
れ
を

ふ
る
は
ゆ
き
魚
の
し
い
ら
せ
ん
じ
ん
ち
や

「
九
十
三
丁
オ
、

ふ
く
ろ
の
{
畷
ぱ
、
ら
も
さ
こ
の
い
ろ
く
も

き
ん
ぎ
よ
ぎ
ん
き
よ
の
た
わ
ら
こ
も

く
る
ま
ゑ
ひ
す
の
た
か
ら
か
圈
お
り
よ
う

さ
メ

り
に
ん
い
つ
も
お
目
て
た
や
の
こ
の
は

「
九
十
三
丁
ウ
」初

春

や
ら
目
出
た
い
の
は
つ
春
の
ゆ
き
ひ

ま
の
ま
つ
枝
も
さ
は
よ
る
か
ま
す
の
さ
よ

り
ゑ
ん
ゑ
そ
は
ん
は
も
お
、
こ
哥
て
し
げ
る

付
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囲

お
ど
し
の
き
せ
な
か
は
愈
小
櫻
お
と
し

と
な
り
に
け
る
^
.
^
抑
ま
た
[
ヨ
な
つ
は
卯

の
花
の
愈
,
か
き
ね
の
水
に
あ
ら
井
門

さ
ノ

秋
に
な
り
て
の
は
い
ろ
は
い
や
い
つ
も

「
九
十
四
丁
オ
」{

い
く
さ
に
か
つ
い
ろ
ー
も
み
ぢ
ま

か
ふ
に
し
き
川
冬
は
雪
ね
の
そ
ら

は
れ
て
趣
兜
の
[
3
星
の
き
く
の
座
も

趣
み
な
は
な
や
か
に
お
ど
し
毛
の
お
も

ふ
か
た
き
は
う
ち
に
と
る
趣
我
名
を
高
く

あ
け
ま
く
の
趣
っ
る
き
は
は
こ
に
お
さ

目
「
九
十
四
丁
ウ
」

め
お
く
弓
は
袋
を
い
た
さ
す
し
鰍

ふ
つ
き
[
ヨ
御
よ
と
成
に
け
る
や
ら
く

寄

1

さ
ん
せ
き
お
り
さ
き
い
つ
る
花
の
其

か
ず
た
つ
ぬ
る
に
^
は
い
花
と
咲
は
天

し
ん
の
.
お
し
ま
せ
給
ふ
口
梅
は
匂
ひ
の

「
九
十
五
丁
オ
」

年
ふ
り
て
す
め
る
そ
の
み
ぞ
ゆ
た

か
な
れ
牡
丹
し
や
く
や
く
ゆ
り
の
花

困愈
一
い
ろ
こ
そ
か
わ
れ
我
お
と
ら
し

さ
く
ら
み
た
れ
て
ほ
け
の
花
は
な

国

に
心
は
な
で
し
子
の
図
さ
て
ち
ん
ち
や
う

田き
は
か
れ
て
も
匂
ひ
あ
る
蔵
人
に
は
な

目
「
九
十
五
丁
ウ
」

れ
て
菊
の
は
な
臼
い
つ
ま
ん
ま
て
も
お

回

と
ま
り
あ
れ
よ
さ
の
み
円
い
そ
き
た

ま
ふ
な
よ
ー
よ
り
外
に
心
と
めさ

'

隱
な
く
さ
む
時
は
小
う
た
に
て
い
や
せ

寸

き
ち
く
の
花
は
ゑ
い
見
る
た
ひ
事
に

【
趣
そ
り
や
こ
せ
き
こ
い
し
や
う
の
ほ
ん

-203- -202-



「
九
十
六
丁
オ
」

ほ
1
千
い
臼
千
よ
つ
は
き
に
岩
?
し

水
に
こ
と
お
や
か
き
つ
は
た
池
の西

み
き
わ
に
ハ
ツ
橋
な
に
ふ
臼
く
ね
る
お
み

士
さ
ん

な
へ
し
い
や
た
れ
も
き
し
花
色
ご

瞭

ろ
も
ほ
と
も
な
'
人
の
心
の
か
わ
る
つ

ら
さ
よ
と
花
に
さ
ん
し
ゆ
の
和
哥
の

「
九
十
六
丁
ウ
」

や
く
は
な
は
と
れ
よ
り
く
れ
な
ゐ
口
く
し

か
ね
た
る
む
ら
さ
き
の
所
く
は
む
ら

き
へ
て
庭
の
う
ら
は
き
う
ら
が
れ

1

'
莪
身
臼
人
や
し
る
ら
ん
あ
さ
か
ほ
の

田

鰻
ま
た
み
ぬ
円
時
を
ま
ち
か
ね
て
花
は

し
ほ
れ
て
ゅ
ふ
か
ほ
の
.
そ
ら
ゆ
き
口
の

「
九
十
七
丁
オ
」

ほ
る
ふ
し
の
花
趣
い
ろ
こ
そ
こ
れ
は
山

吹
の
む
ね
の
連
花
に
も
く
れ
ん

づ
、
、
、
、
 
j
ノ
ゴ
J
1
,
」

げ
尊
ぞ
ま
り
の
は
な
に
の
ふ
せ
ん
や

隱
そ
ふ
ょ
の
花
を
よ
そ
へ
っ
金
一

つ
れ
臼
花
は
水
仙
花
此
は
な
お
や

力
し
ま

目
「
九
十
七
丁
ウ
」

我
は
と
う
く
い
な
か
の
し
ゆ
ん
れ
て
こ

寸

さ
る
め
く
り
く
神
の
社
を
た
つ
ぬ

ヒ
さ
ん

寸

に
ゑ
い
や
よ
く
此
ち
わ
や
ふ
る
あ
ら

困

有
か
た
の
御
事
や
趣
天
照
太
神
く
ま
の

さ
ん

の
こ
ん
け
ん
ま
こ
と
や
ら
な
か
し
ま
浦

イ

へ
は
そ
り
や
み
ろ
く
お
ふ
ね
が
つ
い

「
九
十
八
丁
オ
」ざ

ノ

た
と
い
や
と
も
へ
に
わ
な
い
せ
と
か
す

付

か
の
そ
り
や
中
は
か
し
ま
の
お
や
し
ろ

き
ん

い
や
天
ぢ
く
は
な
ち
か
い
な
げ
て
そ
よ

付そ
り
や
た
、
ら
ふ
む
か
あ
~
い
や
き
こ
へ
た

し)

-205- -204-



ざ
厶

い
や
た
、
ら
お
は
な
に
い
と
な
ふ
み
そ
よ

そ
り
や
た
、
ら
た
ん
と
い
や
は
八
つ
な
る
い
や

「
九
十
八
丁
ウ
」

」

ざ
ん天

ち
く
の
な
く
も
あ
い
か
ら
そ
り
や
十
三

こ
ノ

の
小
姫
が
よ
ね
ま
く
い
や
よ
ね
ま
か
ぱ

f

な
た
寸
あ
も
な
ま
け
か
な
そ
り
や
み

寸

ー
ニ
く

ろ
く
?
け
と
よ
ね
ま
い
ぎ
お
ん

し
や
う
し
や
に
梅
の
{
呂
^
^
か
た
し
け
な
く
も

八
ま
ん
の
腫
御
立
臼
た
ま
ふ
み
や
し
ろ
を

「
九
十
九
丁
オ
」

心
し
つ
か
に
た
つ
ぬ
る
に
趣
そ
う
し
〔

か
み
の
御
か
す
は
九
万
八
千
七
社
な
り

隱
一
局
ま
が
原
に
口
神
そ
ま
し
く
す
が

神
の
ふ
も
と
で
い
さ
な
ぎ
い
さ
な
之
一
さ

ま
の
御
事
よ
鰻
我
ら
が
こ
き
よ
う
は
出
雲

国

国
に
立
玉
ふ
そ
さ
の
み
こ
と
臼
さ
れ
は
神
の

「
九
十
九
丁
ウ
」

1
、

御
た
め
に
{
,
ふ
政
所
[
ヨ
こ
ん
と
あ
ゆ
み
を

」

は
こ
ぶ
と
も
か
ら
は
た
れ
か
り
し
や
う
を
受

さ
ら
ん
鵬
此
ご
り
し
や
う
と
受
と
り
て

圈
弓
矢
を
口
名
お
ば
高
砂
の
ま
つ
は
や

き
く
す
い

ま
た
も
こ
さ
る
よ
せ
ん
し
う
の
隱
よ
ろ
つ

「
百
丁
オ
」

よ
め
く
む
き
く
の
名
を
一
亀
あ
ら
く
臼
う
た
ひ

か
そ
ふ
れ
ぱ
隱
ま
つ
ぱ
ん
せ
い
の
か
、
み
と
は

蔵
く
も
ら
ぬ
臼
み
ょ
に
う
へ
そ
む
る
臘
千
代
の
わ

占
ん
か
し
ま

か
松
若
み
と
り
ゑ
い
や
よ
く
此
君
か
め
く
み

に
は
く
れ
竹
の
そ
り
や
世
、
を
か
さ
ね
て

と
も
し
ら
か
趣
都
の
ふ
し
の
名
も
高
き
き

目
「
百
丁
ウ
」

け
ん
し
や
う
か
や
は
ん
し
や
の
の
き
の
た
ち
花

か
ほ
り
き
て
遜
む
か
し
を
忍
ふ
そ
で
か
さ
の

ノ
J
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導
は
つ
れ
雪
ふ
る
ほ
う
ら
い
の
山
は
う
こ
か
ぬ

ゆ
た
か
さ
を
鱈
っ
ぱ
さ
な
ら
へ
て
ま
い
つ

さ
厶

る
の
連
石
ほ
の
亀
に
こ
と
ふ
き
は
ゑ
い
で
ん

{

し
ゆ
車
の
か
き
り
な
く
蔵
め
ぐ
る
さ
ほ

「
百
一
丁
オ
」

姫
た
っ
た
姫
懇
い
ろ
を
う
つ
し
て
か
く
れ

み
の
趣
か
っ
れ
か
さ
き
て
み
た
か
ら
を
騨
う

ち
て
の
つ
ち
の
し
ん
こ
く
は
ゑ
い
い
や
よ
く
此

さ
んつ

き
ぬ
し
る
し
や
か
く
ら
ま
い
其
み
手

1

く
ら
の
た
え
や
ら
ぬ
遍
な
か
れ
の
す
へ

も
吉
野
川
趣
水
む
す
ぷ
手
も
花
が
さ

「
百
一
丁
ウ
」

ざ
ん
ふ
し
の
高
椛

の
一
趣
匂
ふ
心
は
は
る
め
き
て
ゑ
い
月
の
都

の
み
す
の
内
載
に
し
き
の
し
と
ね
い
つ
く
し

み
{
趣
四
海
波
迄
霜
さ
ま
れ
ば
玉
の
盃
取
く

に
か
そ
へ
つ
き
せ
ぬ
き
く
の
香
の
趣
其
し
た

、
、

り
か
谷
川
に
題
う
つ
り
な
か
れ
て
今
も
な

ム
ノ
ー
:
A
,
ビ

寺
趣
ち
と
う
の
よ
わ
ひ
し
ら
き
く
い
や
花
の

「
百
二
丁
オ
」

姿
も
ほ
ん
ほ
、
と
ん
と
と
つ
こ
い
い
よ
そ

の
ま
、
に
あ
り
は
こ
り
や
と
ん
と
ヘ
{
趣
七
百

才
を
た
も
つ
と
や
愈
っ
き
ぬ
た
め
し
は

水
清
く
鶏
な
か
れ
の
す
へ
も
に
き
わ
ひ

て
灘
の
め
は
か
ん
ろ
も
か
く
ま
で
と
鵬
せ

う
く
き
く
の
ま
ひ
あ
そ
ひ
^
像
;
L
と
の

「
百
二
丁
ウ
、

は
草
も
よ
も
つ
き
し
鱈
っ
き
せ
ぬ
み

代
は
ま
つ
た
い
の
や
ら
く

春
立
つ

i

や
ん
れ
は
る
た
つ
と
遜
L
 
い
ふ
ぱ
か
り
に
や

ひ
め
し
な
る
山
も
に
き
わ
い
て
け

さ
は
み
ゅ
ら
ん
ま
つ
の
は
の
【
趣
千
代
に

「
百
三
丁
オ
」

や
千
代
を
さ
、
れ
石
ゑ
い
や
よ
く
此

ヨ
」
1
゛
イ
」
ー
゛
キ
t
1
ー
、
之
{

付
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」
.
岬
ノ

か
さ
ね
か
わ
ら
け
な
な
ん
く
な
は
ん
は
よ

ほ
ら
は
ほ
い
と
そ
だ
て
ま
つ
る
愈
く
ん
し
ん

か
ら
く
し
民
も
ゆ
た
か
に
す
む
月
の
趣

め
く
れ
は
こ
こ
ろ
も
い
さ
ぎ
よ
き
し
て
さ
、
、

、
'
七
ん

ん
く
う
れ
し
目
出
た
の
わ
か
き
み
様

囲
「
百
三
丁
ウ
、

は
て
か
い
た
の
こ
の
千
年
も
い
き
の
松

は
ら
や
ん
は
れ
い
よ
へ
そ
れ
わ
が
ゑ
た

も
や
よ
一
卑
い
く
さ
か
ゆ
る
ゑ
い
く
は
る
も

回

や
ん
れ
明
徳
の
趣
あ
き
ら
か
成
し

此
み
ょ
に
す
め
る
た
み
と
て
ゆ
た
か
な
る

「
百
四
丁
オ
、

君
の
め
く
み
も
久
方
の
樂
三
井
に
ま

が
ふ
う
み
づ
ら
に
趣
船
こ
ぎ
口
い
た
す
さ

母
囲

お
の
う
た
ゑ
い
や
よ
く
此
一
尚
砂
や
此

月
恵

う
ら
船
に
抵
売
あ
げ
て
鵬
月
も
ろ

囚

と
も
に
出
し
ほ
の
浪
の
あ
は
し
の
嶋

か
げ
よ
り
ろ
う
の
お
と
か
か
ら
り
こ
ろ

目
「
百
四
丁
ウ
」

り
く
と
こ
ぎ
い
だ
し
て
つ
り
す
る
所
を

つ
た
と
こ
ろ
か
い
や
は
お
目
出
た
い
よ
の
と

出
小
う
た
も
お
も
し
ろ
や
や
ら
く

丑
寺
な
り

さ
て
も
時
な
り
こ
の
君
の
奪
こ
い
か
う

目
出
と
ふ
ま
し
く
て
趣
天
長
ち
き
う

「
百
五
丁
オ
」

【
希
こ
と
ぷ
き
に
巴
た
み
も
う
る
お
ふ
い
国
も

お
た
や
か
に
時
は
か
き
ほ
の
御
ふ
ぜ
い
松

に
た
、
、
へ
て
い
ろ
ふ
か
き
君
の
千
と
せ
を

1

へ
ん
こ
と
は
ゑ
い
や
よ
く
此
天
津
乙
女

向
の
は
ご
ろ
も
で
愈
な
つ
と
も
つ
口
ぬ

江
,
ノ
イ
十
1
t
 
〒
、
ー
コ
气
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ん
は
な
ん
ぽ
目
出
た
や
ご
た
い
け
や

こ
、
、目

「
百
五
丁
ウ
」

趣
と
こ
ろ
も
[
3
ふ
う
き
は
ん
し
よ
う
し
蔵
ゆ

た
か
の
[
3
み
ょ
そ
久
し
け
れ
や
ら
く

徳
若

と
く
若
に
ご
ま
ん
さ
い
と
よ
き
み
く

い
た
れ
ぱ
し
ん
な
ま
た
[
ヨ
め
く
る
月
日
や

お
く
る
ま
の
{
趣
く
る
く
と
水
車
愈
み
な

「
百
六
丁
オ
」

占
゛
凡
゛

か
み
口
き
よ
き
こ
と
な
れ
は
い
や
は
な
か
れ
に

卜
上

う
か
む
た
み
す
く
わ
ん
隱
其
な
も
今
は

た
か
さ
ご
の
ま
つ
に
こ
ま
つ
の
ふ
か
み
と
り

滅
よ
ろ
つ
よ
口
ま
で
も
住
吉
の
{
趣
ふ
た

は
の
松
も
お
い
も
せ
で
こ
れ
に
た
ぐ

ゑ
て
御
は
ん
し
や
う
の
隱
み
き
わ
の
飽

目
「
百
六
丁
之

回

も
千
代
鶴
も
鵬
き
み
ま
ん
ざ
い
と
う

と
ふ
た
る
か
、
る
目
出
た
き
折
か
ら
に
灘

、
こ
し
ゆ
ゑ
ん
な
ど
と
は
し
ま
り
て
そ

こ
て
与
太
郎
に
さ
か
な
と
あ
れ
は
ゑ

1

い
や
よ
く
此
こ
よ
い
天
ま
の
は
し
く

き
け
ぱ
酒
は
た
る
屋
の
な
な
じ
み
の

「
百
七
丁
オ
」

さ
わ
ち
の
め
さ
よ
へ
さ
あ
ん
あ
、
と
人

ま
て
す
、
め
わ
れ
は
し
こ
て
こ
く
よ
ふ

い
ほ
れ
く
た
さ
あ
を
か
し
盆
御
酒
も

り
も
過
ゆ
け
ぱ
趣
千
秋
楽
と
う
た

い
け
る
や
ら
く

祝
言

「
百
七
丁
ウ
」

鶴
と
飢
と
が
舞
あ
そ
ぶ
鶴
と
亀

と
が
舞
あ
そ
ぷ
と
ざ
、
ぬ
御
代
も
目

毛
,
イ
,
?
ユ
ι
;
、
ー
?
、
、
>
.
人
0
 
1
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出
た
け
れ

文
化
十
一
亥
正
月

冒
八
丁
オ
」

写
之

望
月
佐
七

古
宮
覚
兵
衛

川
中
与
三
次

室
田
惣
左
衛
門

野
村
左
之
助

山
田
荏
五
兵
衛

後
に
儀
蔵
改
名

時
右
衛
門
也

河
村

高
山
鳥

大
山

有
本

魚
田

中
嶋

「
百
八
丁
ウ
L

一
^
=
ー
、

Ⅱ
回
貞
Ⅱ
ノ

唯
助

源
三
郎

与
Ξ
郎

勝
五
郎

与
兵
衛

多
田
留
次

下
里
勘
左
衛
門

岡
上
伊
作

高
嶋
源
助

川
中
惣
九
郎

益
田
門
平

豊
田
惣
兵
衛

角
谷
源
左
衛
門

「
百
九
丁
オ
」

証
雪
く
ど
き

ま
つ
な
ら
酒
の
へ
な
ら
酒
な
ら
は

伝

よ
ふ
た
さ
お
、
Σ
は
い
な
な
ら
酒
な

団

ら
ぱ
ゑ
い
く
な
さ
ら
ぱ
名
酒
を
し

き
に
な
ぞ
ら
へ
は
な
し
て
み
ま

し
や
う
四
は
る
は
ま
つ
さ
く
梅
の
酒
と
や

W
「
百
九
丁
ウ
」

、
ん
ノ
一
.
、
、
ー
、
、
ー
〔
、
ミ
、
q
、
ナ
ー
コ
、
閏
1
>
j
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三
千
年
に
一
度
は
花
か
き
み
も

う
な
る
せ
い
わ
う
ほ
う
が
も
、
酒
し
や
う

ら
く
か
し
や
う
の
風
ふ
け
は
花
ふ
り

佳

と
も
な
つ
け
た
り
夏
は
t
し
き

つ
け

か
う
の
い
け
と
や
し
み
つ
ゑ
川
に
て
水

さ
ん

あ
わ
も
り
臼
秋
は
さ
や
け
き
月
と

「
百
十
丁
オ
」

争
そ
ふ
し
ろ
酒
じ
や
う
く
ん
こ
み
酒

は
か
た
の
な
ん
げ
ん
く
け
あ
つ
た

な
い
は
さ
て
の
く
h
り
栖
は

も
の
て
は
な
に
と
ね
る
や
、
つ
は
、
と

ろ
り
ん
く
く
と
ん
と
ろ
り
と
ね
る
程

さ
厶

に
あ
り
や
く
臼
や
あ
こ
の
く
く
は

つ
け

つ
は
よ
う
た
さ
此
よ
う
た
さ
の
か

「
百
十
丁
ウ
」

け
ご
ヘ
菊
の
酒
に
も
は
な
し
か
ご
ざ
る

の
口
も
ろ
こ
し
の
事
か
と
よ
臼
し
う
の
ぽ

く
王
の
御
時
ち
と
う
い
、
し
其
人
て
う

さ

あ
い
の
あ
ま
り
に
ま
く
ら
を
こ
へ
し

と
が
に
ょ
り
て
つ
け
い
ざ
ん
に
な
が
さ

れ
[
3
き
く
の
其
ふ
に
い
よ
住
た
ま
ヘ
口
抵

「
百
十
一
丁
オ
"

け
臼
き
や
う
の
ふ
も
ん
ほ
う
の
二
の
く
を

さ
つ
か
り
騎
き
く
の
う
ら
は
に
か
き
付

玉
ふ
口
雨
っ
ゆ
の
か
、
る
お
と
は
は
ら
ん

ら
く
は
ら
ん
ら
く
し
つ
た
ん
く
其

お
い
し
た
、
り
か
た
ま
は
り
て
此
雲

ふ
し
と
な
り
て
の
臼
い
の
ち
な
か
へ
の

「
百
十
一
丁
之

t

菊
の
酒
我
て
う
に
わ
た
り
て
か
。
、

の
国
の
名
酒
劉
き
て
み
れ
は
ら
を

区へ
き
て
み
わ
ら
を
ぱ
よ
う
た
さ

1

長

お
上
は
い
な
一
盃
な
ら
ぱ
肴
を
も
ふ

そ
み
か
さ
く
と
二
三
度
よ
へ
ど
臼
み
か
さ

て
も
せ
て
ち
ん
た
の
わ
せ
た
臼
ち
ん
た

、

、

1
 
i
)
ノ
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「
一
ご
テ
オ
、

な
に
、
し
よ
ふ
そ
つ
ち
て
の
め
臼
し

」
1
」
ノ

や
ん
さ
せ
み
か
さ
[
3
や
あ
し
や
ん
と
し
た

つ
け

こ
そ
み
か
さ
は
よ
け
れ
臼
あ
ま
り
ち

ん
た
の
し
た
、
る
や
口
し
や
ん
と
さ
せ
み

、
回

か
さ
臼
さ
て
も
く
ほ
い
や
く
や
あ
あ

い
を
し
よ
と
は
そ
り
や
き
ま
、
よ
な

「
一
二
予
ウ
」

弼

と
ふ
し
た
な
酒
な
イ
ヤ
ハ
人
に
さ
す
な

ら
こ
ん
ぎ
や
う
く
ぎ
や
う
こ
ん
き
や
う
こ

ん
し
た
に
お
け
よ
ふ
た
や
つ
さ
そ
つ
ち
(
て
)

に

せ
こ
れ
く
く
お
さ
へ
た
此
お
さ
へ
た
の

し
や
う
な
ら
亭
主
が
内
な
る
さ
か
な
は

囲

」
1
L
 
/
L

0
け

ほ
ん
じ
や
山
鳥
く
く
な
ら
ぱ
そ
こ
ら

Z
 
二
二
丁
オ
」

さ
ん
゛

て
し
め
ろ
[
3
ノ
ま
か
し
て
お
け
ろ
此
ま

さ
ん

ウ
{
j

か
せ
が
し
よ
な
ら
ふ
ゅ
の
き
は
ま
た
[
3
あ

ら
れ
み
そ
れ
に
[
ヨ
あ
ら
き
酒
を
ば
圃
ひ

.
、

の
枢
牙
に
あ
た
、
め
さ
け
に
し
や
、
つ
ち
う

す
き
た
ら
い
た
み
と
な
ら
ん
酒
く
わ

酒
く
わ
へ
て
み
り
ん
し
ゆ
に
ん
と
う
酒

二
一
一
二
丁
ウ
」

の
ま
し
は
り
は
ふ
ど
う
酒
に
き
は
ま
る
と

つ
け

ざ
んげ

こ
も
上
、
こ
も
こ
へ
を
そ
ろ
へ
て
と
う

い
や
く
と
つ
と
一
度
に
厭
う
め
い
酒
臼
し
き
を

あ
さ
り
と
い
わ
ゐ
お
さ
め
て
こ
、
で

樽
の
口
を
き
り
く
し
や
ん
と
ね
じ
や

あ
け
ー
し
ん
酒

「
一
一
四
丁
オ
、

ざ
ノ

は
う
ち
に
か
イ
ヤ
る
す
し
や
は
そ
つ
ち
て

せ
此
し
ん
酒
て
し
た
を
な
や
し
た
や

う
け

あ
し
た
を
な
や
ロ
ロ
ロ
ロ
ん
れ
ふ
る

ま
た
酒
の
ヘ
臼
わ
れ
ふ
る
酒
の
よ
う
た
(
團
)

や
け
ー
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長

お
二
ば
い
な
み
ょ
も
に
ご
ら
ぬ
す

み
酒
や
み
ょ
も
に
ご
ら
ぬ
す
み
酒
や

二
一
四
丁
ウ
」

花
の
お
江
戸
の
名
酒
か
な

四

〆
匹
拾
圃
吟

「
裏
表
紙
」

下
里
家
ハ
元
寛
永
年
間
ノ
頃
三
州
前
橋
ヨ
リ
姫
路

藩
主
二
随
行
シ
来
ル
而
シ
テ
家
世
々
姫
路
藩
御
船
手

御
歌
方
(
御
船
手
ハ
現
今
ノ
海
軍
ノ
如
キ
モ
ノ
)
タ
リ
其

歌
詞
ハ
則
チ
是
ナ
リ
父
磐
存
世
中
此
歌
曲
ノ
絶

滅
ヲ
歎
キ
シ
モ
時
代
二
適
セ
サ
ル
デ
以
テ
之
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ

ナ
カ
リ
シ
此
歌
御
藩
主
乗
船
ノ
ト
キ
一
一
限
リ
歌
ヘ
り
藩
中

御
方
ハ
十
名
ア
リ
シ
モ
皆
寓
散
シ
故
二
此
歌
本
唯
一

冊
ア
ル
ノ
ミ
ト
父
ヨ
リ
聞
ケ
リ
故
二
此
意
味
二
於
テ
子
孫

二
傳
ヘ
家
系
ヲ
知
ル
ノ
一
助
一
一
モ
ト
茲
二
誌
ス

紀
元
二
千
五
百
九
十
一
年
昭
和
六
年
一
月

回
条
印
「
下
里
蔵
芭

{

磐
三
男

暁

己言
石

-221- -220-











姫
路
藩
御
船
歌
本
収
載
曲
目
一
喪

音
頭
二
八
0
こ
二
、
一
四
)
 
E
 
新
、
江
戸
御
船
音

C

カ
、
う
百

1

12
 
し
ら
暫

2

3
 
ブ
L
 
大
.
"

3

宝
勺
ろ
へ

椿
づ
く

認
久

部
遊
声
そ
ろ
へ

皇
帝

白
雪

竜
田
川

宇
治
川

、
な
り

古
筑

七
夕

池
田

月
見

Ⅱ
寺
な
り

1

45678

鰐
山
が
ら
節

沢
辺
節

9

力
ナ

御
浜
出

新
古
筆

都
わ
た
り

泰
平

御
城
廻
り

牡
丹

新
牡
丹

鹿
問
八
景

宝
そ
ろ
へ

椿
づ
く
し

喜
久
翁
)

遊
女
そ
ろ
へ

5
 
い
な
り

6
 
古
笹

7
 
北
:
な
は
た

8
 
池
田

9
 
月
見

(
「
姫
路
藩
御
船
手
御
歌
本
口
全
」
は
実
見
網
掛
け
部
分
は
下
里
静
氏
の
釧
刻

に
よ
る
,
そ
の
ほ
か
は
同
氏
の
記
録
し
た
各
本
の
目
次
に
拠
っ
た
)

A
 
無
題
四
五
歌
本
二

D
 
無
圍
三
0
歌
本

O
 
C
 
御
船
唄
本

ノ
四
上
〕

八
四
八
〕

ニ
ハ
五
五
〕

帯

12
 
白
垂

3
 
竜
田
川

4
 
宇
治
川

3

翻

11
 
紙

5

夕

1〕
河
池
田

6
 
胃
見

御
浜
出

21
 
額
杏
筆1

御
浜
出

新
古
筑

都
渡

太
平

御
城
廻
り

牡
丹

23

八
景

た
か
ら
揃

(
目
録
に
の
み
椿
つ
く
し
)

4
 
宇
治
川

ー
カ
ナ

露
島
廻
り

叫
櫻
そ
ろ
へ

部
松
モ
ろ
へ

2
6
 
伏
見
下
り

2
7
 
時
ぞ
と

2
8
 
御
船
御
し

豹
道
中

諦
同
二

同
三

船
さ
い
も
ん

住
吉
詣
二
十
一
替
り

七
っ
替
り

魚
ぞ
ろ
へ

は
つ
春

1
E
よ
せ

明
徳

春
立

時
成

U
 
徳
若

鹿
島

菊
水

是
よ
り
歌
枕
文
句
誓

Ⅱ
神
崎
節

4
5
 
山
が
ら
節

北
沢
辺
節

れ
菊

2
2
 
遊
女
そ
ろ
え

7
 
太
平

部
御
城
回
投

73

峡
廻
り

櫻
揃

松
そ
ろ
へ

伏
見
下
り

時
そ
と

御
船
落
し

道
中
一

同
二

同
三

船
さ
い
文

住
吉
詣
二
十
一
か
わ
り

七
つ
か
わ
り

魚
そ
ろ
へ

初
睿

花
よ
せ

明
徳

春
立

2

"
寺
な
り

徳
若

力
し
ま

菊
す
い

43 42 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31

39 認 43 15 40 41 37 36 35 34 記訟 31 30 29 28 27 26 25 24 23

粂鯉蒜

22 21 20 19 18 17 16 15 14 胎 12 U I0

20 19 18 17

新
牡
丹

16 1' 13 12 11

3 5 豹



4
7
 
ふ
じ
の
高
ね

4
8
 
十
二
や
三
節

四
駿
河
節

帥
苫
を
敷
ね
節

飢
四
季

馳
ち
ら
り
節

3

と
く
さ
カ
リ

5

小
浜
節

だ
ん
ぺ

市
野
屋
節

小
吉
節

ど
ビ
ん
ピ
節

だ
じ
や
う
だ
節

せ
り
音
頭

ち
よ
ぎ
や
が
す
り

新
江
戸
音
頭
能
芳
野
山
節

6
3
 
源
氏

ノ

餌
和
歌
の
浦
節

ノ

6
5
 
玉
か
づ
ら
節

J

6
6
 
玉
づ
さ
節

1

6
7
 
な
れ
く
節

ノ

聞
花
か
さ

ノ

的
八
重
菊

J

フ
。
竜
田
川
辺

1

n
 
浅
草
節

ノ

8

1
 
御
代
*
点

無
猿
"

宝
船

4
 
梓
笈
め

張
曲
目
の
上
の
数
字
は
、
各
本
収
載
の
順
番
を
示
す
。
成
立
の
一
番
古
い
と
思
わ
れ
る
C
本
の
曲
目
が
、
各
本
に
ビ
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
作
成
し

た
の
で
、
 
C
本
に
な
い
も
の
は
左
端
の
行
に
掲
鞍
さ
れ
て
い
る
。

巣
曲
目
の
下
に
食
印
が
っ
い
て
い
る
曲
は
、
所
収
本
の
目
次
に
は
載
っ
て
い
な
い
曲
で
あ
る
。

9

^
く
と
き

祝
言

噐
大
か
す
.

さ
ぞ
の
春

1

芳
野
山
節

け
ん
じ
節

和
歌
の
浦
節

玉
か
づ
ら
節

玉
づ
さ
節

な
れ
く
節

花
か
さ
節

八
重
菊
節

竜
田
川
辺
節

浅
草
節

さ
そ
の
春

2

秋
は
な
を

白
波

酒
音
頭

祝
言
(
鶴
1
ー
ー
)

34567

76 75 74 73

44 45

72

10

61 60 59 58 57 56 55 54

Ⅱ


